
一
時
１
万
７
千
円
割
れ

　
【
共
同
】
１
３
日
の
東
京
株
式
市
場
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
る
経
済
危
機
が
懸
念
さ
れ
、

投
資
家
の
売
り
注
文
が
加
速
し
日
経
平
均
株
価
（
２
２
５
種
）
は
暴
落
し
た
。
下
げ
幅
は
一
時
１
８
６
９
円
０
３

銭
に
達
し
、
バ
ブ
ル
経
済
末
期
の
１
９
９
０
年
４
月
以
来
、
約
３
０
年
ぶ
り
の
大
き
さ
と
な
っ
た
。
平
均
株
価
は

取
引
時
間
中
と
し
て
２
０
１
６
年
１
１
月
以
来
、
約
３
年
４
カ
月
ぶ
り
に
１
万
７
０
０
０
円
を
割
り
込
ん
だ
。

東
証
暴
落
３
０
年
ぶ
り
下
げ
幅

出
し
、
都
道
府
県
知
事
が
外

出
自
粛
や
休
校
措
置
を
要
請

で
き
る
。
野
党
内
に
は
宣
言

す
れ
ば
、
国
民
の
私
権
制
限

に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
と
の

懸
念
も
出
て
い
る
。

　

共
産
党
、
れ
い
わ
新
選
組

は
採
決
で
反
対
し
た
。
政
府

は
専
門
家
の
意
見
を
踏
ま

え
、
感
染
拡
大
の
状
況
を
見

極
め
て
緊
急
事
態
宣
言
の
必

要
性
を
判
断
す
る
方
針
。
与

野
党
は
付
帯
決
議
に
、
宣
言

す
る
場
合
は
原
則
と
し
て
国

　
【
共
同
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
備
え

る
改
正
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

対
策
特
別
措
置
法
が
１
３
日

午
後
、
参
院
本
会
議
で
、
自

民
、公
明
両
党
と
立
憲
民
主
、

国
民
民
主
、日
本
維
新
の
会
、

社
民
各
党
な
ど
の
賛
成
多
数

で
可
決
、
成
立
し
た
。
１
４

日
に
も
施
行
さ
れ
る
。
全
国

的
か
つ
急
速
な
ま
ん
延
で
、

国
民
生
活
や
経
済
に
甚
大
な

影
響
を
及
ぼ
す
と
首
相
が
判

断
す
れ
ば
緊
急
事
態
宣
言
を

首
相
が
「
緊
急
事
態
」
判
断

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
１
２
日
、

東
京
五
輪
を
巡
り
ホ
ワ
イ
ト

ハ
ウ
ス
で
記
者
団
に
「
無
観

客
で
開
催
す
る
よ
り
も
１
年

延
期
す
る
方
が
良
い
選
択
肢

だ
」
と
語
っ
た
。
五
輪
の
経

済
効
果
を
見
込
ん
で
い
た
東

京
市
場
で
失
望
さ
れ
、
株
価

を
押
し
下
げ
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
新
型
コ
ロ

ナ
対
策
で
、
英
国
以
外
の
欧

州
か
ら
米
国
へ
の
入
国
禁
止

措
置
を
発
表
。
政
府
、
日
銀

は
１
３
日
午
前
、
緊
急
の
情

報
交
換
会
合
を
開
催
し
た
。

　

ア
ジ
ア
市
場
も
お
お
む
ね

下
落
し
、
世
界
同
時
株
安
に

歯
止
め
が
か
か
ら
ず
「
売
り

が
売
り
を
呼
ぶ
展
開
」（
大

手
証
券
）
と
な
っ
た
。
た
だ

会
へ
事
前
報
告
す
る
と
の
項

目
を
盛
り
込
ん
だ
。

　

菅
義
偉
官
房
長
官
は
記
者

会
見
で
、
緊
急
事
態
宣
言
に

つ
い
て
「
現
時
点
で
は
、
直

ち
に
出
す
よ
う
な
状
況
で
は

な
い
」
と
説
明
。
改
正
法
成

立
を
受
け
、
安
倍
晋
三
首
相

は
１
４
日
夕
に
官
邸
で
記
者

会
見
す
る
。

　

成
立
に
先
立
ち
、
１
３
日

の
参
院
内
閣
委
員
会
で
、
参

考
人
と
し
て
出
席
し
た
同
志

社
大
の
川
本
哲
郎
教
授
（
刑

事
法
）
は
緊
急
事
態
宣
言
の

発
令
要
件
が
不
明
確
だ
と
指

摘
し
た
。

外
出
自
粛
、
休
校
要
請
な
ど

コ
ロ
ナ
、
五
輪
問
題
で
混
乱

Ｆ
Ｒ
Ｂ
、
１
５
８
兆
円
供
給

コ
ロ
ナ
対
応
、
長
期
国
債
購
入

（１） ２０２０年第５４４７号  ３月 １４日 （土曜日）

東京五輪の聖火到着式の飛行訓練をする航空自衛
隊の「ブルーインパルス」＝１３日午前、宮城県東
松島市（共同）
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型
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法
成
立

新
型
コ
ロ
ナ
特
措
法
成
立

新
型
コ
ロ
ナ
特
措
法
成
立

新
型
コ
ロ
ナ
特
措
法
成
立

新
型
コ
ロ
ナ
特
措
法
成
立

新
型
コ
ロ
ナ
特
措
法
成
立

新
型
コ
ロ
ナ
特
措
法
成
立

参
院
本
会
議
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
備

え
る
改
正
特
措
法
が
可
決
、
成
立
し
、
議
場
に
一
礼
す
る

西
村
経
済
再
生
相
（
左
下
）
＝
１
３
日
午
後
（
共
同
）

避
難
所
「
密
集
に
配
慮
」

石
川
・
輪
島
で
震
度
５
強

　
【
共
同
】
１
３
日
午
前
２

時
１
８
分
ご
ろ
、
石
川
県
輪

島
市
で
震
度
５
強
の
地
震
が

あ
っ
た
。気
象
庁
に
よ
る
と
、

震
源
地
は
同
県
能
登
地
方

で
、
震
源
の
深
さ
は
約
１
２

石川県輪島市で震度５強を記録した地震で、壊れた
ガソリンスタンドの看板＝１３日午前（共同）

日
米
、
新
型
コ
ロ
ナ
で
連
携

首
脳
会
談
、
世
界
経
済
協
議

火
迎
え
る
５
色
の
輪

到
着
式
控
え
鮮
や
か
に

外
国
為
替
市
場
が
円
安
ド
ル

高
に
振
れ
、
自
動
車
な
ど
製

造
業
の
業
績
の
先
行
き
不
安

が
や
や
和
ら
ぎ
、
午
後
の
平

均
株
価
は
下
げ
幅
を
縮
小
し

た
。

　

平
均
株
価
の
１
週
間
の
下

げ
幅
は
計
３
３
０
０
円
を
超

え
過
去
最
大
。
東
京
証
券
取

引
所
第
１
部
全
体
の
時
価
総

額
は
約
４
７
６
兆
円
と
節
目

の
５
０
０
兆
円
を
割
り
込
ん

だ
。
感
染
へ
の
不
安
が
市
場

で
強
ま
る
直
前
の
１
月
２
０

日
と
比
べ
、
約
１
７
９
兆
円

が
吹
き
飛
ん
だ
。

日
銀
が
市
場
に
緊
急
資
金
供

給株
暴
落
受
け
、
国
債
購
入
も

　
【
ロ
ン
ド
ン
共
同
＝
飯
田

康
道
】
欧
州
中
央
銀
行
（
Ｅ

Ｃ
Ｂ
）
は
１
２
日
、
ド
イ

ツ
・
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
で
開

い
た
理
事
会
で
、
国
債
な
ど

を
購
入
し
市
中
に
資
金
を
供

給
す
る
量
的
金
融
緩
和
政

策
に
関
し
、
今
年
末
ま
で

に
１
２
０
０
億
ユ
ー
ロ
（
約

１
４
兆
円
）
の
資
産
を
追
加

購
入
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

民
間
銀
行
か
ら
資
金
を
預
か

る
際
の
金
利
は
マ
イ
ナ
ス

０
・
５
％
の
ま
ま
据
え
置
い

た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
が
イ
タ
リ
ア
な
ど
ユ
ー

ロ
圏
で
広
が
っ
て
お
り
、
経

済
減
速
に
対
す
る
懸
念
が
強

ま
る
中
、
追
加
金
融
緩
和
に

踏
み
切
り
景
気
を
下
支
え
す

る
。
２
０
１
９
年
１
１
月
に

就
任
し
た
ラ
ガ
ル
ド
総
裁
の

体
制
下
で
追
加
緩
和
決
定
は

初
め
て
と
な
る
。

　

主
要
中
銀
で
は
米
連
邦

金
融
措
置
も
講
じ
る
と
伝

え
「
引
き
続
き
果
断
に
タ
イ

ム
リ
ー
に
対
応
し
た
い
」
と

語
っ
た
。
ト
ラ
ン
プ
氏
は
米

国
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
対
策
に
全
力
で
取
り
組
ん

で
い
る
と
応
じ
た
。

　

両
首
脳
は
、
北
朝
鮮
を
含

む
東
ア
ジ
ア
情
勢
に
関
し
て

も
意
見
交
換
し
た
。
会
談
時

間
は
約
５
０
分
間
で
、
米
側

か
ら
の
要
請
で
行
っ
た
。

　

菅
義
偉
官
房
長
官
は
記
者

会
見
で
、
電
話
会
談
に
関
し

「
感
染
拡
大
を
踏
ま
え
て
国

際
社
会
に
よ
る
一
丸
で
の
取

り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
中
、

時
宜
を
得
た
意
思
疎
通
が
で

き
て
大
変
有
意
義
だ
っ
た
」

と
強
調
し
た
。

キ
ロ
。
地
震
の
規
模
は
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
（
Ｍ
）
５
・
５

と
推
定
さ
れ
る
。
同
県
穴
水

町
で
震
度
５
弱
、
中
部
を
中

心
に
東
北
か
ら
中
国
の
広
範

囲
で
震
度
１
〜
４
の
揺
れ
を

観
測
し
た
。
津
波
は
な
か
っ

た
。

　

富
山
市
と
富
山
県
氷
見
市

で
、
棚
か
ら
落
ち
て
き
た
物

が
当
た
る
な
ど
し
た
６
０
代

男
性
と
７
０
代
女
性
が
軽
傷

を
負
っ
た
。
石
川
県
警
な
ど

に
よ
る
と
、
県
内
で
人
的
被

害
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

北
陸
電
力
に
よ
る
と
、
運
転

停
止
中
の
志
賀
原
発
（
同
県

志
賀
町
）
に
異
常
は
な
か
っ

た
。

　

石
川
県
に
よ
る
と
、
避
難

所
は
輪
島
市
で
３
カ
所
、
穴

水
町
で
４
カ
所
に
開
設
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
い
ず
れ

も
マ
ス
ク
や
消
毒
液
を
準
備

し
た
。輪
島
市
の
担
当
者
は
、

避
難
所
で
住
民
同
士
の
間
隔

を
確
保
す
る
と
収
容
人
数
が

減
る
と
指
摘
し
「
今
回
は
被

害
が
大
き
く
な
か
っ
た
が
、

濃
厚
接
触
に
な
ら
な
い
よ
う

運
営
す
る
の
は
難
し
い
」
と

話
し
た
。

　

谷
本
正
憲
知
事
は
「
密

閉
、
密
集
、
距
離
の
近
さ
と

い
う
３
条
件
が
重
な
ら
な
い

よ
う
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
記
者
団
に
述
べ

た
。
避
難
所
計
７
カ
所
は
同

日
午
後
ま
で
に
全
て
閉
鎖
さ

れ
た
。

　

改
正
法
は
、
２
０
１
３
年

施
行
の
特
措
法
の
適
用
対
象

に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
を
暫
定
的
に
追
加
す
る

内
容
。
期
間
は
政
令
に
よ
り

施
行
日
か
ら
２
年
を
経
過
す

る
日
ま
で
の
間
で
定
め
る
。

政
府
は
１
年
間
と
決
め
る
見

通
し
だ
。

　

緊
急
事
態
が
宣
言
さ
れ
れ

ば
①
興
行
施
設
の
利
用
制
限

の
要
請
・
指
示
②
土
地
や
建

物
を
臨
時
医
療
施
設
に
強
制

使
用
③
緊
急
物
資
の
輸
送
の

要
請
・
指
示
―
も
可
能
と
な

る
。
生
活
関
連
物
資
の
価
格

安
定
措
置
を
促
す
規
定
や
、

ワ
ク
チ
ン
が
開
発
さ
れ
た
場

合
に
公
費
負
担
に
よ
る
予
防

接
種
の
仕
組
み
も
あ
る
。

　

政
府
は
世
界
保
健
機
関

（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
が
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
「
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
（
世
界
的
大
流

行
）」
と
表
明
し
た
後
も
発

令
す
る
状
況
に
な
い
と
の
立

場
を
維
持
し
て
い
る
。

欧
州
中
銀
、
量
的
緩
和
を
拡
大

マ
イ
ナ
ス
金
利
は
据
え
置
き

準
備
制
度
理
事
会
（
Ｆ
Ｒ

Ｂ
）
が
既
に
利
下
げ
に
踏
み

切
り
、
３
月
中
に
も
追
加
利

下
げ
す
る
と
の
観
測
が
広
が

る
。
１
８
、１
９
日
に
金
融

政
策
決
定
会
合
を
控
え
る
日

銀
の
対
応
も
焦
点
と
な
る
。

　

記
者
会
見
し
た
ラ
ガ
ル
ド

総
裁
は
新
型
コ
ロ
ナ
が
「
一

時
的
だ
と
し
て
も
、
経
済

活
動
に
著
し
い
影
響
を
及
ぼ

す
」
と
指
摘
。
今
後
の
政
策

金
利
引
き
下
げ
に
つ
い
て
は

仏
、
ベ
ル
ギ
ー

も
休
校
表
明

イ
タ
リ
ア
の
死
者
千
人
超

　
【
共
同
】
日
銀
は
１
３
日
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
を
受
け
た
日
経
平
均

株
価
の
暴
落
に
対
応
し
、
金

融
市
場
に
緊
急
に
資
金
供
給

す
る
と
通
知
し
た
。
国
債
を

担
保
に
金
融
機
関
に
一
定
期

間
資
金
を
貸
し
出
す
「
国
債

買
い
現
先
オ
ペ
（
公
開
市
場

操
作
）」
を
５
千
億
円
の
予

定
で
実
施
し
た
が
、
応
札
額

は
５
億
円
に
と
ど
ま
り
「
札

割
れ
」
と
な
っ
た
。

　

償
還
ま
で
の
期
間
が
５
年

超
１
０
年
以
下
の
国
債
を

２
千
億
円
買
い
入
れ
る
こ
と

も
通
知
。
担
保
と
引
き
換
え

に
資
金
を
貸
し
付
け
る
「
共

通
担
保
資
金
供
給
オ
ペ
（
公

開
市
場
操
作
）」
も
予
定
額

１
兆
５
千
億
円
で
実
施
し

た
。

　

国
債
買
い
現
先
オ
ペ
の
通

知
は
３
日
以
来
で
、
３
日
も

予
定
額
５
千
億
円
に
対
し
て

「
必
要
な
ら
そ
う
す
る
だ
ろ

う
」
と
含
み
を
持
た
せ
た
。

　

Ｅ
Ｃ
Ｂ
は
現
在
、
月

２
０
０
億
ユ
ー
ロ
の
ペ
ー
ス

で
国
債
な
ど
を
買
い
入
れ
て

い
る
量
的
緩
和
を
拡
大
。
新

型
コ
ロ
ナ
の
広
が
り
で
打
撃

を
受
け
た
企
業
の
資
金
繰
り

支
援
の
た
め
、
低
利
の
資
金

供
給
も
潤
沢
に
実
施
す
る
。

ユ
ー
ロ
圏
の
２
０
年
の
実
質

成
長
率
を
０
・
８
％
と
見
込

み
、
１
９
年
１
２
月
の
前
回

予
測
で
あ
る
１
・
１
％
か
ら

引
き
下
げ
た
。

　

日
本
政
府
に
よ
る
と
、
日

米
間
の
渡
航
制
限
や
入
国
禁

止
に
関
す
る
や
り
と
り
は
な

か
っ
た
。
首
相
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関

し
、
全
国
的
な
イ
ベ
ン
ト
中

止
や
小
中
高
校
な
ど
の
臨
時

休
校
の
要
請
、
水
際
対
策
の

強
化
と
い
っ
た
日
本
政
府
の

取
り
組
み
を
説
明
。
財
政
・

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン
共
同
】
米

連
邦
準
備
制
度
理
事
会
（
Ｆ

Ｒ
Ｂ
）
で
金
融
調
節
の
実
行

を
担
う
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
連
邦

準
備
銀
行
は
１
２
日
、
短
期

金
融
市
場
に
計
１
兆
５
千
億

ド
ル
（
約
１
５
８
兆
円
）
の

　

１
２
日
の
米
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
株
式
市
場
の
ダ
ウ
工
業
株

３
０
種
平
均
は
１
１
日
比

２
３
５
２
・
６
０
ド
ル
安
の

２
万
１
２
０
０
・
６
２
ド
ル

で
取
引
を
終
え
、
下
落
率
が

約
１
割
と
な
っ
た
。
８
７
年

１
０
月
の
大
暴
落
「
ブ
ラ
ッ

ク
マ
ン
デ
ー
（
暗
黒
の
月
曜

日
）」
以
来
約
３
２
年
５
カ

月
ぶ
り
の
大
き
さ
で
、
東
京

市
場
も
一
時
約
１
割
下
落
し

た
。
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
の

東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
１
年
延
期
提
案
も
市
場

の
混
乱
を
招
い
た
。
１
３
日

の
ダ
ウ
平
均
は
急
反
発
し
て

始
ま
り
、
前
日
か
ら
の
上
げ

幅
が
一
時
１
３
０
０
ド
ル
を

超
え
た
。

　

１
３
日
の
日
経
平
均
株

価
の
終
値
は
１
２
日
比

１
１
２
８
円
５
８
銭
安
の

１
万
７
４
３
１
円
０
５
銭

だ
っ
た
。
終
値
の
下
げ
幅
は

英
国
が
国
民
投
票
で
欧
州
連

合
（
Ｅ
Ｕ
）
離
脱
を
決
め
た

１
６
年
６
月
以
来
、
約
３
年

９
カ
月
ぶ
り
の
大
き
さ
。
東

証
株
価
指
数（
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｘ
）

は
６
６
・
１
８
ポ
イ
ン
ト
安

の
１
２
６
１
・
７
０
。
出
来

高
は
約
３
４
億
５
９
０
０
万

株
と
高
水
準
だ
っ
た
。

　
【
共
同
】
安
倍
晋
三
首
相

は
１
３
日
午
前
、
ト
ラ
ン
プ

米
大
統
領
と
電
話
会
談
し
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
阻
止
に
向
け
た
緊
密

連
携
で
一
致
し
た
。
東
京
五

輪
の
開
催
に
向
け
た
協
力
も

確
認
。
世
界
同
時
株
安
が
続

く
中
、
国
際
経
済
の
状
況
に

つ
い
て
も
協
議
し
た
。

　

気
象
庁
は
記
者
会
見
を
開

き
「
揺
れ
が
強
か
っ
た
地
域

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
国
内

の
保
育
園
や
幼
稚
園
、
小
中

高
校
、
大
学
を
１
６
日
か
ら

当
面
休
校
に
す
る
と
表
明
し

た
。
ベ
ル
ギ
ー
政
府
も
１
２

日
、
全
学
校
の
休
校
、
全
飲

食
店
の
休
業
、文
化
、ス
ポ
ー

ツ
、
娯
楽
活
動
を
全
て
停
止

す
る
な
ど
の
措
置
を
発
表
し

た
。
１
３
日
か
ら
４
月
３
日

ま
で
実
施
す
る
。

　

一
方
、
イ
タ
リ
ア
政
府
は

１
２
日
、
新
型
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
死
者
が
前
日
よ
り

１
８
９
人
増
え
１
０
１
６
人

に
な
っ
た
と
発
表
し
た
。
感

染
者
は
２
６
５
１
人
増
の

１
万
５
１
１
３
人
に
上
る
な

ど
拡
大
が
続
い
て
い
る
。
首

相
府
の
ボ
レ
ッ
リ
市
民
保
護

局
長
は
医
療
現
場
で
血
液
が

不
足
し
て
い
る
と
し
て
献
血

を
呼
び
掛
け
た
。

　

マ
ク
ロ
ン
氏
は
演
説
で
、

世
界
経
済
へ
の
打
撃
を
踏
ま

え
、
先
進
７
カ
国
（
Ｇ
７
）

で
特
別
の
対
応
を
取
る
よ
う

議
長
国
の
米
国
の
ト
ラ
ン
プ

大
統
領
に
提
案
す
る
と
説

明
。「
分
裂
し
て
い
る
と
世

界
的
な
危
機
に
対
処
で
き
な

い
」
と
述
べ
、
ト
ラ
ン
プ
氏

が
欧
州
か
ら
の
米
国
入
国
を

３
０
日
間
停
止
す
る
と
一
方

的
に
発
表
し
た
こ
と
を
暗
に

批
判
し
た
。

　

フ
ラ
ン
ス
で
の
感
染
者
は

１
２
日
、
２
８
０
０
人
を
超

え
た
。
マ
ク
ロ
ン
氏
は
国
民

に
対
し
移
動
を
必
要
最
低
限

に
と
ど
め
る
よ
う
促
し
、
企

業
に
は
従
業
員
の
在
宅
勤

務
を
認
め
る
よ
う
求
め
た
。

１
５
、２
２
両
日
に
予
定
さ

れ
る
統
一
市
町
村
議
会
選
に

つ
い
て
は
感
染
防
止
の
措
置

を
取
っ
た
上
で
実
施
す
る
と

し
た
。

　
【
パ
リ
共
同
】
フ
ラ
ン
ス

の
マ
ク
ロ
ン
大
統
領
は
１
２

日
、
テ
レ
ビ
演
説
を
行
い
、

度
６
強
を
記
録
し
て
い
る
。

で
は
約
１

週
間
、
最

大
震
度
５

強
程
度
の

地
震
に
注

意
し
て
ほ

し
い
」
と

呼
び
掛
け

た
。
こ
の

地
域
で
は

２
０
０ 

７

年
３
月
に

能
登
半
島

地
震
が
発

生
し
、
輪

島
市
な
ど

で
最
大
震

資
金
を
供
給
す
る
と
発
表
し

た
。
毎
月
購
入
す
る
米
国
債

の
種
類
を
短
期
だ
け
で
な

く
、
長
期
に
も
拡
大
。
市
場

で
は
「
事
実
上
の
量
的
金
融

緩
和
再
開
」
と
の
受
け
止
め

も
あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
に
起
因
し

た
「
異
常
な
混
乱
」
に
対
処

し
、市
場
の
安
定
化
を
図
る
。

　

国
債
な
ど
を
担
保
に
資

金
を
融
通
す
る
「
レ
ポ
取

引
」
の
３
カ
月
物
で
５
千
億

ド
ル
を
１
３
日
ま
で
２
回
に

分
け
て
供
給
。
１
カ
月
物
の

５
千
億
ド
ル
も
実
施
す
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
月
末
に
か
け

て
毎
週
１
兆
ド
ル
を
供
給
す

る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
連
銀
は

１
１
日
、
レ
ポ
取
引
で
翌
日

物
の
供
給
額
を
１
２
日
か
ら

１
７
５
０
億
ド
ル
に
引
き
上

げ
る
と
発
表
し
て
い
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
短
期
金
利
の

上
昇
を
抑
制
す
る
た
め
購
入

し
て
い
る
月
額
６
０
０
億
ド

ル
の
米
国
債
を
巡
り
、
４
月

中
旬
ま
で
対
象
を
短
期
国
債

だ
け
で
な
く
長
期
国
債
に
も

広
げ
る
。

　

Ｆ
Ｒ
Ｂ
は
３
日
、
２
０
０ 

８
年
に
起
き
た
金
融
危
機
以

来
と
な
る
緊
急
利
下
げ
を
決

定
。
来
週
の
次
回
会
合
で
も

追
加
利
下
げ
が
確
実
視
さ
れ

て
お
り
、
下
げ
幅
が
焦
点
に

な
っ
て
い
る
。

　
【
共
同
】
東
京
五
輪
の
聖

火
到
着
式
が
２
０
日
に
開
か

れ
る
の
を
前
に
、
航
空
自
衛

隊
の
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
飛
行

チ
ー
ム
「
ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル

ス
」
が
１
３
日
、
会
場
と
な

る
松
島
基
地
（
宮
城
県
東
松

島
市
）
で
青
、
黄
、
黒
、
緑
、

赤
の
カ
ラ
ー
ス
モ
ー
ク
を
使

用
し
、
上
空
で
五
つ
の
輪
を

描
い
た
。

　

到
着
式
本
番
に
合
わ
せ
た

午
前
１
１
時
３
５
分
ご
ろ
、

ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
５
機
が

上
空
約
１
５
０
０
メ
ー
ト
ル

で
時
計
回
り
に
旋
回
。
直
径

約
１
２
０
０
メ
ー
ト
ル
の
輪

が
五
つ
、
色
鮮
や
か
に
浮
か

ん
だ
。
編
隊
を
先
導
す
る

基
準
機
を
含
め
２
チ
ー
ム
計

１
２
機
が
飛
行
し
、
五
輪

マ
ー
ク
を
３
回
試
し
た
。

　

基
準
機
に
乗
っ
た
隊
長
の

福
田
哲
雄
２
佐
（
４
２
）
は

飛
行
後
、
報
道
陣
に
「
ま

だ
修
正
す
る
点
は
あ
る
。
本

番
は
最
高
の
演
技
を
見
せ
た

い
」と
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
は
６ 

４
年
東
京
五
輪
、
９
８
年
長

野
冬
季
五
輪
の
開
会
式
、
昨

年
の
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
日
本
大
会
開
幕
戦
前

の
式
典
に
も
登
場
し
た
。

応
札
は
１
５
０
０
億
円
だ
っ

た
。
市
場
関
係
者
は
「
金
融

機
関
は
資
金
調
達
に
困
っ
て

い
る
状
況
で
は
な
い
こ
と
が

示
さ
れ
た
」
と
話
し
た
。

　

日
銀
の
黒
田
東
彦
総
裁
は

２
日
に
「
適
切
な
金
融
市
場

調
節
や
資
産
買
い
入
れ
の
実

施
を
通
じ
て
、
潤
沢
な
資
金

供
給
と
金
融
市
場
の
安
定
確

保
に
努
め
て
い
く
」
と
の
緊

急
談
話
を
公
表
し
て
い
た
。

　

ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
に
よ

る
カ
ラ
ー
ス
モ
ー
ク
の
使
用

は
、
１
９
９
０
年
代
末
に
染

料
が
地
上
に
落
ち
て
し
ま
う

ト
ラ
ブ
ル
が
あ
り
、
禁
止
さ

れ
て
い
た
。
東
京
五
輪
開
催

決
定
を
受
け
、
防
衛
省
は

地
上
を
汚
さ
な
い
よ
う
改
良

し
、
２
０
年
以
上
ぶ
り
に
使

え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

飛
行
を
視
察
し
た
丸
茂
吉

成
航
空
幕
僚
長
は
取
材
に
応

じ
「
東
日
本
大
震
災
で
は
松

島
基
地
も
津
波
被
害
を
受
け

た
。
到
着
式
が
行
わ
れ
る
こ

と
は
大
き
な
名
誉
で
あ
り
、

期
待
に
応
え
て
見
事
な
五
輪

を
描
け
る
よ
う
努
力
し
た

い
」
と
話
し
た
。

　

到
着

式
で
は
、

ギ

リ

シ
ャ
か

ら
空
輸

さ
れ
た

聖
火
が

ラ
ン
タ

ン
か
ら

聖
火
皿

に
点
火

さ
れ
る

の
に
合

わ
せ
て

飛
行
す

る
計
画
。



「
三
男
発
言
が
基
」と
米
Ｆ
Ｏ
Ｘ
局

が
感
染
し
て
し
ま
う
。

　

ウ
イ
ピ
氏
は
、「
重
症
患

者
を
重
点
的
に
ケ
ア
す
る
こ

と
が
必
要
。
人
口
の
１
％
、

５
％
、
１
０
％
が
感
染
し
た

場
合
の
想
定
シ
ナ
リ
オ
は
、

州
保
健
局
に
渡
し
て
あ
る
。

州
人
口
４
６
０
０
万
人
の

内
、
６
０
％
は
Ｓ
Ｕ
Ｓ
だ
け

が
頼
り
。
総
人
口
の
何
％
が

感
染
す
る
か
に
よ
っ
て
、
準

備
す
べ
き
ベ
ッ
ド
数
、
人
員

数
、
投
資
額
が
違
っ
て
く
る
」

と
語
っ
た
。

　

ま
た
、
聖
州
保
健
局
は
、

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
用

の
集
中
治
療
室
（
Ｕ
Ｔ
Ｉ
）

を
１
千
床
増
や
し
、
呼
吸
器
、

医
療
用
ゴ
ム
手
袋
、
マ
ス
ク

を
購
入
す
る
予
算
を
保
健
省

に
申
請
す
る
予
定
で
あ
る
こ

と
も
発
表
し
た
。

　

ウ
イ
ピ
氏
は
、「
コ
ロ
ナ

感
染
者
の
８
０
％
は
軽
症

で
、
入
院
治
療
が
必
要
な
の

は
２
０
％
だ
。
Ｓ
Ｕ
Ｓ
は
優

　

訪
米
に
同
行
し
た
閣
僚
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
こ
と
が
判
明
し

た
た
め
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
も
１
２
日
に
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
感
染
の
有
無

確
認
の
た
め
の
検
査
を
受
け
た
が
、
１
３
日
に
検
査
結
果
が
出
て
、
陰
性
で
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
だ
が
、
結
果
公
表
の
前
に
、
大
統
領
三
男
エ
ド
ァ
ウ

ル
ド
下
議
の
言
葉
を
信
じ
た
米
国
メ
デ
ィ
ア
が
「
感
染
し
た
」
と
の
誤
報
を
流
し
、

混
乱
を
招
い
た
。
１
３
日
付
伯
字
サ
イ
ト
が
報
じ
て
い
る
。

て
い
た
が
、
１
２
日
は
手
話

通
訳
者
も
含
め
た
出
演
者
全

員
が
、
顔
に
マ
ス
ク
を
つ
け
て

い
た
。

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
は
こ
の
放

送
で
、
１
５
日
に
予
定
さ
れ

て
い
る
反
連
邦
議
会
・
反
最

高
裁
の
デ
モ
に
言
及
し
、「
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
こ
と
も
あ
る

の
で
、
デ
モ
は
別
の
機
会
に

延
期
し
ろ
」
と
視
聴
者
に
呼

び
か
け
た
。

　

１
３
日
は
午
前
中
か
ら
、

大
統
領
の
感
染
の
有
無
に
国

民
の
関
心
が
注
が
れ
て
い
た

が
、
午
前
１
１
時
頃
、
い
っ

た
ん
「
陽
性
反
応
が
出
た
」

と
の
報
道
が
あ
っ
た
。

　

た
だ
、
伯
国
内
で
そ
れ
を

報
じ
た
の
は
「
オ
・
ジ
ア
」

紙
で
、「
最
初
の
検
査
で
陽
性

だ
っ
た
」
と
報
じ
た
の
み
だ
っ

た
。

　

そ
れ
よ
り
も
反
応
が
大
き

か
っ
た
の
は
、
そ
の
数
１
０

分
後
に
行
わ
れ
た
、
米
国

の
Ｆ
Ｏ
Ｘ
ニ
ュ
ー
ス
に
よ
る

「
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
に
陽
性
反

応
」
と
の
報
道
だ
っ
た
。
同

局
ニ
ュ
ー
ス
が
、
以
前
に
出

　

１
１
日
に
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
宣
言
を
行
っ
た
の
と

時
を
同
じ
く
し
て
、
伯
国
で

の
感
染
者
数
が
急
速
に
増
え

て
い
る
が
、
こ
れ
に
伴
い
、

伯
国
内
や
南
米
で
、
大
き
な

イ
ベ
ン
ト
の
中
止
や
延
期
が

相
次
い
で
い
る
。
サ
ッ
カ
ー

演
経
験
の
あ
る
三
男
エ
ド
ゥ

ア
ル
ド
氏
に
連
絡
を
取
り
、

取
材
し
た
結
果
、「
陽
性
反

応
が
出
た
」
と
の
発
言
が
得

ら
れ
た
と
し
て
報
じ
た
も
の

だ
。
こ
れ
を
信
じ
た
メ
デ
ィ
ア

は
、
国
際
的
に
同
様
の
報
道

を
行
っ
た
。

　

だ
が
、
１
２
時
３
０
分
過

ぎ
に
伯
字
紙
サ
イ
ト
が
一
斉

に
、「
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
は
陰
性

だ
っ
た
」
と
報
道
。
大
統
領

自
身
も
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
、「
陰

性
だ
っ
た
」
と
報
告
し
た
上
、

「
メ
デ
ィ
ア
が
嘘
を
報
じ
た
」

と
書
き
、
ネ
ッ
ト
で
支
持
者

た
ち
を
煽
っ
た
。

　
「
あ
く
ま
で
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド

氏
の
発
言
を
基
に
し
た
」
と

主
張
す
る
Ｆ
Ｏ
Ｘ
ニ
ュ
ー
ス

は
、
生
放
送
で
エ
ド
ゥ
ア
ル

ド
氏
に
直
撃
取
材
し
、
事
の

真
相
を
確
か
め
よ
う
と
し
た

が
、エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
氏
が
「
陽

公
表
前
の
誤
報
で
国
際
騒
動
に

れ
た
シ
ス
テ
ム
だ
と
思
っ
て
い

る
。
だ
が
、
今
現
在
、
プ
ロ

ン
ト・ソ
コ
ー
ロ（
救
急
外
来
）

に
い
る
人
の
８
０
％
は
、
Ｕ

た
め
、
年
金
受
給
者
の
生

存
証
明
と
し
て
の
出
頭
義
務

を
１
２
０
日
間
猶
予
す
る
こ

と
、
年
金
、
各
種
恩
給
の

た
。
１
４
日
付
伯
字
各
紙
が

報
じ
て
い
る
。

　

１
２
日
午
後
５
時
時
点
の

保
健
省
発
表
デ
ー
タ
に
よ
る

国
内
感
染
者
７
７
人
の
内
、

４
２
人
は
聖
州
在
住
者
だ
。

　

現
在
の
聖
州
人
口
は

４
６
０
０
万
人
で
、
最
も
楽

観
的
な
予
測
の「
人
口
の
１
％

が
感
染
」
で
も
、
４
６
万
人

の
感
染
者
が
出
る
。
最
も
悲

観
的
な
「
人
口
の
１
０
％
が

感
染
」
だ
と
、
４
６
０
万
人

　
【
既
報
関
連
】
聖
州
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
１
９
）
対

策
委
員
会
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
、
ダ
ヴ
ィ
・
ウ
イ
ピ
氏

が
１
２
日
、
伯
国
内
で
は

既
に
、
コ
ロ
ナ
蔓
延
国
に
旅

行
も
し
て
お
ら
ず
、
蔓
延
国

か
ら
帰
国
し
た
人
と
接
触

し
て
も
い
な
い
の
に
感
染
す

る
例
（tran
sim
issao 

su
sten

tad
a

）
が
出
て

お
り
、
聖
州
内
で
は
、
今

後
数
カ
月
で
、
少
な
く
と
も

４
６
万
人
の
感
染
者
が
出

る
可
能
性
が
あ
る
と
発
言
し

聖
州「
数
カ
月
で
４
６
万
人
感
染
も
」

ク
ル
ー
ズ
船
で
コ
ロ
ナ
感
染
者
？

年
金
の
１
３
カ
月
給
前
倒
し
支
給

１
３
カ
月
給
の
半
分
を
４
月

に
前
倒
し
支
給
す
る
こ
と
を

発
表
し
た
。

　
こ
れ
ら
は
、
高
齢
者
が
大

半
を
占
め
る
年
金
受
給
者
が

Ｉ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
に
出
頭
し
て
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

す
る
危
険
性
を
減
ら
す
こ
と

と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

災
禍
に
よ
る
経
済
へ
の
影
響

を
少
し
で
も
緩
和
さ
せ
る
こ

と
が
目
的
だ
。

　

な
お
、
１
３
日
午
後
４
時

の
保
健
省
発
表
で
は
、
国
内

の
感
染
者
は
、
前
日
の
公
式

発
表
７
７
人
か
ら
２
２
人
増

え
、
連
邦
直
轄
区
（
Ｄ
Ｆ
）

と
１
２
州
で
９
８
人
、
擬

似
症
で
検
査
中
は
１
４
８
５

人
、
検
査
の
結
果
、
感
染
な

し
と
さ
れ
た
人
は
１
３
４
４

人
だ
っ
た
。
な
お
、
各
州
保

健
局
の
集
計
と
病
院
が
確

認
し
た
感
染
者
の
総
数
は

１
５
１
人
と
な
っ
て
い
る
。

ル
テ
ン
社
会
通
信
局
長
の
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
明
ら

か
に
な
っ
た
こ
と
で
、
１
２

日
は
、
連
邦
政
府
内
に
緊
張

が
走
っ
て
い
た
。

　

訪
米
中
、
ワ
イ
ン
ガ
ル
テ

ン
氏
と
何
度
も
接
触
し
て
い

た
大
統
領
夫
妻
や
閣
僚
ら
も

急
遽
、
検
査
を
受
け
、
そ
の

結
果
は
１
３
日
に
出
る
と
発

表
さ
れ
て
い
た
。

　

大
統
領
は
１
２
日
夜
、
恒

例
と
な
っ
て
い
る
ネ
ッ
ト
で
の

生
放
送
に
、
ル
イ
ス
・
エ
ン

リ
ケ
・
マ
ン
デ
ッ
タ
保
健
相

と
共
に
出
演
し
た
。
大
統
領

は
訪
米
中
も
「
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
流
行
は
マ
ス
コ
ミ
が
ま

く
し
立
て
て
い
る
だ
け
」
と

発
言
し
、
事
態
を
楽
観
視
し

州としての対策を発表するジョアン・ドリア聖州知事
（右から２人目・GOVSP）

ボウソナロ氏の１２日の生放送（Facebook）

現
状
、訪
米
団
２
人
目
感
染
者
な
し

性
だ
っ
た
と
の
情
報
は
流
し

て
い
な
い
」
と
反
論
。
騒
動

の
真
相
は
煙
に
巻
か
れ
た
状

態
に
な
っ
た
。

　

な
お
、
同
じ
く
訪
米
し
、

検
査
を
受
け
た
ミ
シ
ェ
レ
夫

人
や
エ
ド
ァ
ウ
ル
ド
氏
、
ア

ウ
グ
ス
ト
・
エ
レ
ー
ノ
大
統

領
府
安
全
保
障
室（
Ｇ
Ｓ
Ｉ
）

長
官
も
陰
性
だ
っ
た
。

で
は
、
リ
ベ
ル
タ
ド
ー
レ
ス

杯
が
、
来
週
の
試
合
分
か
ら

無
期
限
で
の
開
催
延
期
と

な
っ
た
。
ま
た
、
当
初
は
、

２
６
日
か
ら
開
催
の
予
定

だ
っ
た
、
２
０
２
２
年
Ｗ
杯

に
向
け
た
サ
ッ
カ
ー
の
南
米

予
選
も
延
期
と
な
っ
た
。
南

米
諸
国
で
無
観
客
試
合
や
延

期
措
置
が
取
ら
れ
る
中
、
動

き
の
遅
か
っ
た
伯
国
で
も
週

末
の
リ
オ
市
、
聖
市
開
催
試

合
が
無
観
客
試
合
に
。
こ
れ

で
本
田
圭
佑
の
デ
ビ
ュ
ー
戦

と
目
さ
れ
て
い
た
ボ
タ
フ
ォ

ゴ
戦
も
無
観
客
試
合
。
な
ん

と
も
悲
し
い
。

　
　
　
　
　

◎

　

ま
た
、
聖
市
で
毎
年
３
月

〜
４
月
に
行
わ
れ
、
今
年
は

４
月
３
〜
５
日
に
開
催
予
定

の
ロ
ッ
ク
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
「
ロ
ラ
パ
ル
ー
ザ
」
も
、

開
催
が
か
な
り
微
妙
だ
。
そ

れ
は
、
出
演
者
が
９
割
方
同

じ
で
１
週
前
に
行
わ
れ
る
、

チ
リ
と
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
の

ロ
ラ
パ
ル
ー
ザ
の
主
催
者

が
、
１
２
日
に
「
下
半
期
に

延
期
」
と
の
発
表
を
行
っ
て

い
る
た
め
だ
。
た
だ
、
下
半

期
に
延
期
す
る
場
合
、
聖
市

会
場
の
イ
ン
テ
ル
ラ
ゴ
ス
・

サ
ー
キ
ッ
ト
は
予
定
が
詰

ま
っ
て
い
る
し
、
市
内
に
は

他
に
同
様
の
大
規
模
会
場
も

な
い
。
ど
う
な
る
か
。

　
　
　
　
　

◎

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界

流
行
宣
言
後
、
ブ
ラ
ジ
リ
ア

で
は
「
学
校
休
校
」
が
起

き
た
が
、
世
界
の
状
況
を
見

て
み
る
と
、
被
害
の
大
き
な

イ
タ
リ
ア
な
ど
で
は
、「
食

料
品
店
や
薬
局
以
外
の
店
の

開
店
制
限
」
な
ど
も
出
さ
れ

て
い
る
。
今
後
、
伯
国
で
の

学
校
や
公
共
交
通
機
関
、
商

店
街
な
ど
の
状
況
が
ど
う
な

る
か
は
気
に
な
る
と
こ
ろ
だ

が
、
焦
り
す
ぎ
ず
、
公
式
な

発
表
に
従
う
方
が
賢
明
だ
。

　

低
所
得
高
齢
者
や
身
障
者

の
特
別
恩
給
（
Ｂ
Ｐ
Ｃ
）
に

関
し
て
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統

領
が
行
使
し
た
拒
否
権
が
、

１
１
日
の
両
院
合
同
本
会
議

で
否
決
さ
れ
た
。
歳
出
が
増

え
る
こ
と
に
憤
慨
し
た
パ
ウ

ロ
・
ゲ
デ
ス
経
済
相
は
翌
日
、

最
高
裁
や
会
計
検
査
院
（
Ｔ

Ｃ
Ｕ
）
に
訴
え
る
と
語
っ
た

と
、
１
１
〜
１
３
日
付
伯
字

各
紙
・
サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

Ｂ
Ｐ
Ｃ
に
関
す
る
大
統
領

の
拒
否
権
を
認
め
る
か
否
か

を
諮
る
１
１
日
の
両
院
合
同

本
会
議
で
、
上
院
は
４
５
対

１
４
、
下
院
は
３
０
２
対

１
３
７
で
大
統
領
の
拒
否
を

拒
否
し
た
。

　

Ｂ
Ｐ
Ｃ
受
給
資
格
は
、
拒

否
権
行
使
に
よ
っ
て
、「
世
帯

１
人
あ
た
り
の
収
入
が
最
低

賃
の
４
分
の
１
以
下
の
高
齢

者
ま
た
は
障
が
い
者
」
と
な
っ

て
い
た
が
、
拒
否
の
拒
否
に

よ
り
、
議
会
が
法
案
を
承
認

し
た
時
点
の
「
世
帯
１
人
あ

た
り
の
収
入
が
最
低
賃
の
２

分
の
１
以
下
の
高
齢
者
ま
た

は
障
が
い
者
」
に
変
更
さ
れ

た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
Ｂ
Ｐ
Ｃ
を

受
け
取
れ
る
人
が
増
え
、
政

府
支
出
は
１
年
あ
た
り
お

よ
そ
２
０
０
億
レ
ア
ル
増
え

る
こ
と
と
な
っ
た
。
フ
ォ
ー

リ
ャ
紙
は
、
大
統
領
の
拒
否

が
拒
否
さ
れ
た
こ
と
で
政
府

支
出
は
向
こ
う
１
０
年
で

２
１
７
０
億
レ
ア
ル
増
え
る

と
試
算
し
て
い
る
。

　
パ
ウ
ロ・ゲ
デ
ス
経
済
相
は
、

「
最
高
裁
と
Ｔ
Ｃ
Ｕ
に
持
っ

て
い
く
。
財
源
も
示
さ
ず
に

年
間
２
０
０
億
レ
の
支
出
を

増
や
す
こ
と
は
、
財
政
責
任

法
が
許
さ
な
い
。
違
法
行
為

を
行
う
わ
け
に
は
行
か
な
い
」

と
語
っ
て
い
る
。

　

ペ
ル
ナ
ン
ブ
コ
州
保
健
局

が
１
３
日
、
１
２
日
に
レ
シ

フ
ェ
港
に
着
い
た
ク
ル
ー
ズ

船
の
乗
客
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
ら
し
き
症
状

を
呈
し
た
た
め
、
乗
客
乗
員

計
６
０
９
人
が
船
ご
と
隔
離

状
態
に
置
か
れ
た
と
発
表
し

た
と
１
３
日
付
伯
字
紙
、
サ

イ
ト
が
報
じ
た
。

　

件
の
乗
客
は
７
８
歳
の
カ

ナ
ダ
人
男
性
で
、
心
筋
梗
塞

の
可
能
性
が
あ
る
と
し
て
市

内
の
病
院
で
受
診
し
た
が
、

発
熱
や
咳
、
息
苦
し
さ
な
ど

を
訴
え
た
た
め
、
医
師
が
コ

ロ
ナ
感
染
を
確
認
す
る
た
め

の
検
査
を
受
け
さ
せ
た
。

　

１
３
日
午
後
３
時
現
在
も

検
査
結
果
は
不
明
だ
が
、
擬

似
症
患
者
発
生
を
知
ら
さ
れ

た
国
家
衛
生
監
督
庁
は
、
乗

客
乗
員
の
下
船
と
新
た
な
乗

客
の
乗
船
を
禁
じ
た
。

　

こ
の
船
は
、
チ
リ
、
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
、
ウ
ル
グ
ア
イ
を

経
て
伯
国
に
到
達
。
国
内
で

は
サ
ン
タ
カ
タ
リ
ー
ナ
州
イ

タ
ジ
ャ
イ
ー
、
リ
オ
州
パ
ラ

チ
ー
、
同
ブ
ー
ジ
オ
ス
、
バ

イ
ア
州
サ
ル
バ
ド
ー
ル
の
各

港
に
も
寄
港
し
て
い
る
が
、

男
性
の
乗
船
場
所
は
明
か
さ

れ
て
い
な
い
。

　

乗
客
３
１
８
人
と
乗
員

２
９
１
人
は
現
在
、
各
船
室

に
留
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、

船
が
停
泊
中
の
岸
壁
も
隔
離

さ
れ
、
船
か
ら
出
る
ゴ
ミ
の

投
棄
も
禁
じ
ら
れ
た
。
下
船

禁
止
は
予
備
的
措
置
で
、
今

後
の
対
応
は
検
討
中
だ
。

　

な
お
、
こ
の
船
が
通
過
し

て
き
た
チ
リ
や
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
者
が
確
認
さ
れ
て
お

り
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
は
死

者
も
出
て
い
る
。

　

ラ
米
で
の
コ
ロ
ナ
感
染
確

認
は
、
２
月
２
６
日
に
感
染

者
が
出
た
伯
国
が
最
初
だ
。

ラ
米
の
感
染
者
確
認
国
は
、

伯
国
、
エ
ク
ア
ド
ル
、
メ
キ

シ
コ
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
ド

ミ
ニ
カ
共
和
国
、
チ
リ
、
ペ

ル
ー
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
、
コ
ス

タ
リ
カ
、
パ
ラ
グ
ア
イ
、
パ

ナ
マ
、
ガ
イ
ア
ナ
だ
（
ベ

ネ
ズ
エ
ラ
は
デ
ー
タ
な
し
）。

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
は
７
日
と

１
３
日
、
パ
ナ
マ
で
は
１
０

日
、
ガ
イ
ア
ナ
で
は
１
１
日

に
死
者
が
出
て
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
感
染
で
死
者
も
出

た
ガ
イ
ア
ナ
や
衛
生
状
態
に

不
安
が
あ
る
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
と

国
境
を
接
す
る
ロ
ラ
イ
マ
州

は
１
１
日
、
エ
ン
リ
ケ
・
マ

ン
デ
ッ
タ
保
健
相
に
国
境
封

鎖
を
要
請
し
た
が
、
同
相

は
封
鎖
を
否
定
。
一
方
で
、

１
３
日
に
国
民
向
け
に
、
無

症
状
の
外
国
旅
行
者
は
７
日

間
の
自
宅
軟
禁
を
保
ち
、
そ

の
間
に
コ
ロ
ナ
感
染
症
と
思

し
き
症
状
が
出
た
ら
医
療
機

関
で
受
診
、
症
状
が
あ
る
人

は
１
４
日
間
自
宅
軟
禁
を
保

つ
よ
う
、
勧
告
を
出
し
た
。

　

ラ
米
で
は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
な
ど
５
カ
国
が
観
察
対
象

国
か
ら
の
旅
行
者
の
入
国
制

限
を
始
め
た
他
、
コ
ロ
ナ
流

行
国
と
の
間
の
航
空
便
の
運

行
停
止
や
国
境
封
鎖
を
実
施

中
の
国
も
あ
る
。

　

１
３
日
、
米
国
フ
ロ
リ
ダ

州
マ
イ
ア
ミ
の
フ
ラ
ン
シ

ス
・
ス
ア
レ
ス
市
長
が
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
同
市
長
は
、
ボ
ウ
ソ
ナ

ロ
大
統
領
の
訪
米
団
に
会
っ

て
い
る
。
１
３
日
付
伯
字
紙

が
報
じ
て
い
る
。

　

ス
ア
レ
ス
市
長
は
現
地
時

間
の
１
３
日
午
前
、
マ
イ
ア

ミ
・
ヘ
ラ
ル
ド
紙
の
取
材

に
対
し
、「
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
検
査
を
受
け
た
結

果
、
陽
性
だ
っ
た
」
こ
と
を

明
か
し
た
。

　

同
市
長
は
「
自
分
は
問
題

な
い
」
が
、「
月
曜
日
（
９
日
）

以
降
に
私
と
握
手
し
た
り
、

私
が
せ
き
や
く
し
ゃ
み
を
し

た
と
き
に
近
く
に
い
た
り
し

た
人
は
、（
検
査
は
受
け
る

必
要
は
な
い
か
も
し
れ
な
い

が
）
２
週
間
は
人
と
接
す
る

の
を
や
め
た
方
が
い
い
」
と

語
っ
て
い
る
。
同
市
長
は
今

後
２
週
間
、
自
宅
に
隔
離
さ

れ
る
こ
と
を
受
け
入
れ
て
い

る
。

　

奇
し
く
も
９
日
は
、
ボ
ウ

ソ
ナ
ロ
大
統
領
が
マ
イ
ア
ミ

で
講
演
会
を
行
っ
て
お
り
、

ス
ア
レ
ス
市
長
も
同
席
し
て

い
た
。

外国為替市況
中銀サイトより

３月１３日午後 4時現在
米ドル相場

売　4.8433  R$
買　4.8404  R$

円相場
売　0.0447  R$
買　0.0447  R$

コロナウイルス検査は陰性
て
い
た
フ
ァ
ビ
オ
・
ワ
イ
ン
ガ

大
統
領
拒
否
を
議
会
が
ま
た
拒
否

歳
出
２
０
０
億
レ
増
に
経
済
相
は
憤
慨

新
た
な
対
応
策
が
迫
ら
れ
る

ボウソナロ
コロナウイルス

レシフェ

国
内
の
感
染
確
認
者
１
５
１
人
に

（２）２０２０年 第５４４７号 ３月 １４日 （土曜日）

Ｂ Ｐ Ｃ

マ
イ
ア
ミ
市
長
の
感
染
判
明

４
日
前
に
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
ら
と
接
触

コロナウイルス

Ｂ
Ｓ
（
保
健
所
）
で

対
処
で
き
る
は
ず
。

咳
と
発
熱
を
起
こ
し

た
人
が
全
員
プ
ロ
ン

ト
・
ソ
コ
ー
ロ
に
押

し
か
け
た
ら
、
医
療

シ
ス
テ
ム
は
破
綻
す

る
」
と
語
っ
た
。
州

保
健
局
は
、「
５
０

歳
以
上
で
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ

Ｄ
―
１
９
罹
患
の
可

能
性
の
強
い
人
は
、

メ
ト
ロ
や
バ
ス
も
含

む
、
人
ご
み
を
避
け

る
よ
う
に
」
と
の
勧

告
も
出
す
意
向
だ
。

　

ま
た
、
国
立
社

会
保
険
院
（
Ｉ
Ｎ

Ｓ
Ｓ
）
は
１
２
日
、

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
を
防
ぐ

　

大
統
領
の
訪
米
に
同
行
し

　

ス
ア
レ
ス
市
長
は
、
フ
ァ

ビ
オ
・
ワ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
社

会
通
信
局
長
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
が
確
認
さ
れ
た

１
２
日
に
、
公
の
場
所
で
マ

イ
ア
ミ
の
緊
急
事
態
宣
言
を

行
う
予
定
だ
っ
た
。
だ
が
、

ワ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
氏
の
罹
患

の
こ
と
を
知
り
、
ビ
デ
オ
で

の
宣
言
に
切
り
替
え
た
上
で

市
役
所
の
仕
事
を
片
付
け
、

そ
の
後
に
、
保
健
当
局
の
要

請
に
応
じ
て
病
院
に
行
き
、

検
査
を
受
け
た
と
い
う
。



　

１
９
７
６
（
昭

し
ょ
う

和わ

５
１
）
年ね

ん

、
坪つ

ぼ

井い

壽す

美み

子こ

さ
ん
は
夫お

っ
との

仕し

事ご
と

に
同ど

う

行こ
う

し
て
、
メ
キ
シ
コ
ま
で
行い

っ
た
。

　
メ
キ
シ
コ
ま
で
く
る
と
、
私わ

た
しの
ふ
る
さ
と
ペ
ル
ー
は
も
う
つ

い
そ
こ
に
あ
っ
た
。
ペ
ル
ー
を
追お

わ
れ
て
か
ら
三さ

ん

十じ
ゅ
う

四よ

年ね
ん

、
そ

の
と
き
、
込こ

み
上あ

げ
て
く
る
望ぼ

う

郷き
ょ
うの
想お

も

い
押お

さ
え
が
た
く
、
と

う
と
う
私わ

た
し
は
一ひ

と

人り

で
メ
キ
シ
コ
か
ら
ペ
ル
ー
ヘ
飛と

ぶ
こ
と
に
し

た
の
で
あ
る
。［
１
，　
Ｐ
３
０
３
］

　

ペ
ル
ー
の
首し

ゅ

都と

リ
マ
で
飛ひ

行こ
う

機き

を
降お

り
る
と
、「
私わ

た
し
は
こ
の

リ
マ
で
生う

ま
れ
た
の
よ
。
私わ

た
し
は
三さ

ん

十じ
ゅ
う

四よ

年ね
ん

ぶ
り
に
ふ
る
さ
と

へ
帰か

え

っ
て
来き

た
」
と
誰だ

れ

彼か
れ

な
し
に
大お

お

声ご
え

で
伝つ

た

え
た
い
衝

し
ょ
う

動ど
う

に
駆か

ら
れ
た
。
と
り
あ
え
ず
、
都と

心し
ん

の
ホ
テ
ル
で
旅り

ょ

装そ
う

を
解と

く
と
、

近ち
か

く
に
母は

は

・
悦え

つ

子こ

の
従い

弟と
こ

で
あ
る
大お

お

橋は
し

靖や
す

彦ひ
こ

さ
ん
の
商

し
ょ
う

店て
ん

が

健け
ん

在ざ
い

だ
と
フ
ロ
ン
ト
で
聞き

き
、
恐お

そ

る
恐お

そ

る
店み

せ

を
覗の

ぞ

い
て
み
た
。

「
悦え

つ

ち
ゃ
ん
と
こ
の
壽す

美み

ち
ゃ
ん
か
い
」
と
靖や

す

彦ひ
こ

さ
ん
が
驚お

ど
ろ
き

の
声こ

え

を
あ
げ
た
。

　

靖や
す

彦ひ
こ

さ
ん
も
戦せ

ん

争そ
う

中ち
ゅ
う、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

と
い
う
理り

由ゆ
う

で
ア
メ
リ
カ

に
連れ

ん

行こ
う

さ
れ
、
収

し
ゅ
う

容よ
う

所じ
ょ

で
抑よ

く

留り
ゅ
う

生せ
い

活か
つ

を
送お

く

っ
た
。
戦せ

ん

後ご

、
奥お

く

さ
ん
と
一い

っ

緒し
ょ

に
ペ
ル
ー
に
戻も

ど

っ
て
来き

て
店み

せ

を
再さ

い

興こ
う

し
た
の
だ
っ

た
。

　

壽す

美み

子こ

さ
ん
が
最も

っ
と
も
会あ

い
た
が
っ
て
い
た
リ
マ
日に

本ほ
ん

人じ
ん

小
し
ょ
う

学が
っ

校こ
う

で
の
同ど

う

級き
ゅ
う

生せ
い

カ
ズ
ち
ゃ
ん
の
消

し
ょ
う

息そ
く

を
聞き

く
と
、
靖や

す

彦ひ
こ

さ

ん
は
す
ぐ
に
連れ

ん

絡ら
く

を
と
っ
て
く
れ
た
。
カ
ズ
ち
ゃ
ん
も
日に

本ほ
ん

人じ
ん

男だ
ん

性せ
い

と
結け

っ

婚こ
ん

し
て
、
三さ

ん

人に
ん

の
子こ

供ど
も

を
持も

つ
親お

や

に
な
っ
て
い
た
が
、

昔む
か
しの
や
さ
し
さ
は
そ
の
ま
ま
だ
っ
た
。

　

あ
く
る
日ひ

、
壽す

美み

子こ

さ
ん
は
カ
ズ
ち
ゃ
ん
一い

っ

家か

の
車く

る
まで
、
子こ

供ど
も

の
頃こ

ろ

に
住す

ん
だ
家い

え

を
訪お

と
ず
れ
た
。
街が

い

区く

の
半は

ん

分ぶ
ん

も
占し

め
る
大お

お

き
な
、
白し

ろ

い
高た

か

い
塀へ

い

に
囲か

こ

ま
れ
た
か
つ
て
の
家い

え

は
、
昔む

か
しの
姿す

が
たの

ま
ま
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
朽く

ち
か
け
た
大お

お

き
な
木き

の
扉と

び
らを
開あ

け
て
中な

か

を
見み

た
時と

き

、
広ひ

ろ

い
芝し

ば

生ふ

だ
っ
た
庭に

わ

に
は
日ひ

干ぼ

し
レ
ン
ガ

の
家い

え

が
び
っ
し
り
と
ひ
し
め
き
合あ

い
、
先せ

ん

住じ
ゅ
う

民み
ん

イ
ン
デ
ィ
オ
や

白は
く

人じ
ん

と
の
混こ

ん

血け
つ

メ
ス
テ
ィ
ー
ソ
、
黒こ

く

人じ
ん

な
ど
が
住す

ん
で
い
た
。

　

大お
お

き
な
家い

え

は
薄う

す

汚よ
ご

れ
て
昔む

か
しの
ま
ま
残の

こ

り
、
別べ

つ

の
ペ
ル
ー
人じ

ん

家か

族ぞ
く

が
何な

ん

家か

族ぞ
く

か
住す

ん
で
い
た
。
あ
ち
こ
ち
か
ら
、
大お

人と
な

や
子こ

供ど
も

が
出で

て
き
て
、
好こ

う

奇き

の
目め

で
壽す

美み

子こ

さ
ん
を
取と

り
囲か

こ

ん
だ
。

　
か
つ
て
こ
こ
に
は
、
父ち

ち

や
母は

は

、
兄あ

に

と
姉あ

ね

や
弟

お
と
う
と、
従い

兄と
こ

の
久ひ

さ

日に
っ

系け
い

移い

民み
ん

が
ペ
ル
ー
社し

ゃ

会か
い

を

                        

固か
た

め
た
「
根ね

っ
こ
」

２０１９年
ねん

１１月
がつ

２４日
か

版
ばん

生お

さ
ん
や
マ
リ
ー
ア
が
い
た
。
美う

つ
くし
く
清せ

い

掃そ
う

の
行ゆ

き
届と

ど

い
た
鶏と

り

合あ
わ
せに
は
真ま

っ
白し

ろ

な
鶏

に
わ
と
りが
あ
ふ
れ
、
阿あ

部べ

さ
ん
や
福ふ

く

島し
ま

さ
ん
、
大お

お

空ぞ
ら

さ
ん
と
ペ
ル
ー
人じ

ん

の
ア
ン
ト
ニ
オ
と
ホ
セ
た
ち
が
忙い

そ
がし
く
立た

ち
働は

た
らい
て
い
た
。

　
こ
の
芝し

ば

生ふ

で
犬い

ぬ

の
チ
ー
コ
を
追お

い
回ま

わ

し
て
、
私わ

た
し
と
弟

お
と
う
とは
闘と

う

牛ぎ
ゅ
うご
っ
こ
を
し
て
遊あ

そ

ん
だ
。［
１
，　
Ｐ
３
０
５
］

　

そ
ん
な
遠と

お

い
日ひ

の
思お

も

い
出で

が
夢ゆ

め

ま
ぼ
ろ
し
の
よ
う
に
浮う

か

び
、頬ほ

お

を
流な

が

れ
る
涙な

み
だは
止と

め
ど
な
く
、子こ

供ど
も

の
よ
う
に
泣な

き
じ
ゃ

く
っ
て
い
る
壽す

美み

子こ

さ
ん
を
、
イ
ン
デ
ィ
オ
の
女お

ん
な
た
ち
が
怪け

訝げ
ん

そ
う
に
取と

り
囲か

こ

ん
だ
。

　
し
か
し
、
壽す

美み

子こ

さ
ん
一い

っ

家か

を
含ふ

く

め
、
日に

っ

系け
い

移い

民み
ん

た
ち
の
ペ

ル
ー
で
の
苦く

労ろ
う

の
足そ

く

跡せ
き

は
、
夢ゆ

め

ま
ぼ
ろ
し
の
よ
う
に
消き

え
去さ

っ

た
わ
け
で
は
な
い
。
彼か

れ

ら
が
遺の

こ

し
た
「
根ね

っ
こ
」
は
、
白は

く

人じ
ん

と
先せ

ん

住じ
ゅ
う

民み
ん

に
分ぶ

ん

断だ
ん

さ
れ
て
い
た
ペ
ル
ー
社し

ゃ

会か
い

を
固か

た

め
る
上う

え

で
、

大お
お

き
な
貢こ

う

献け
ん

を
な
し
た
の
で
あ
る
。

　

壽す

美み

子こ

さ
ん
の
父ち

ち

・
湯ゆ

本も
と

定さ
だ

次じ

郎ろ
う

さ
ん
が
契け

い

約や
く

移い

民み
ん

と
し

て
ペ
ル
ー
に
や
っ
て
き
た
の
は
、
１
９
１
９
（
大た

い

正し
ょ
う８
）
年ね

ん

５
月が

つ

だ
っ
た
。
ペ
ル
ー
へ
の
移い

民み
ん

は
ブ
ラ
ジ
ル
よ
り
９
年ね

ん

早は
や

い

１
８
８
９
（
明め

い

治じ

２
２
）
年ね

ん

に
始は

じ

ま
っ
て
お
り
、
当と

う

時じ

の
ブ

ラ
ジ
ル
は
３
人に

ん

以い

上じ
ょ
うの
家か

族ぞ
く

で
来く

る
こ
と
を
条

じ
ょ
う

件け
ん

と
し
て
い
た

の
で
、
単た

ん

身し
ん

の
定さ

だ

次じ

郎ろ
う

さ
ん
は
ペ
ル
ー
を
選え

ら

ん
だ
の
だ
っ
た
。

　

南
み
な
み

半は
ん

球き
ゅ
うの
５
月が

つ

と
言い

え
ば
、
冬ふ

ゆ

の
始は

じ

ま
り
で
あ
る
。
ペ
ル
ー

は
赤せ

き

道ど
う

に
近ち

か

い
が
、
南な

ん

極き
ょ
く

海か
い

か
ら
北ほ

く

上じ
ょ
うす
る
寒か

ん

流り
ゅ
うの
た
め
に
、

平へ
い

均き
ん

最さ
い

高こ
う

気き

温お
ん

も
２
２
度ど

ほ
ど
し
か
な
い
。
空そ

ら

は
曇ど

ん

天て
ん

、
海う

み

は
鉛

な
ま
り

色い
ろ

、
し
か
も
極

き
ょ
く

端た
ん

に
雨あ

め

が
少す

く

な
い
た
め
、
砂さ

漠ば
く

が
海か

い

岸が
ん

に
ま
で
押お

し
寄よ

せ
て
い
る
。
私わ

た
し
も
今こ

ん

回か
い

、
リ
マ
を
初は

じ

め
て
訪お

と
ず
れ

て
驚お

ど
ろい
た
が
、
定さ

だ

次じ

郎ろ
う

さ
ん
を
迎む

か

え
た
の
も
、
そ
ん
な
白し

ろ

黒く
ろ

写し
ゃ

真し
ん

の
よ
う
な
光こ

う

景け
い

だ
っ
た
ろ
う
。

　
ペ
ル
ー
の
白は

く

人じ
ん

た
ち
は
、
内な

い

陸り
く

か
ら
流な

が

れ
る
川か

わ

の
水み

ず

を
海か

い

岸が
ん

に
引ひ

き
、
大だ

い

規き

模ぼ

な
サ
ト
ウ
キ
ビ
農の

う

園え
ん

を
作つ

く

っ
て
い
た
。
そ
ん

な
農の

う

園え
ん

の
一ひ

とつ
に
、
定さ

だ

次じ

郎ろ
う

さ
ん
は
契け

い

約や
く

農の
う

民み
ん

と
し
て
働は

た
ら
き
始は

じ

め
た
。
高た

か

さ
１
、２
メ
ー
ト
ル
に
育そ

だ

っ
た
サ
ト
ウ
キ
ビ
を
根ね

本も
と

か
ら
刈か

り
取と

る
仕し

事ご
と

だ
が
、
葉は

の
縁ふ

ち

は
ギ
ザ
ギ
ザ
で
触ふ

れ
る

と
肌は

だ

を
傷き

ず

つ
け
る
。

　

慣な

れ
な
い
作さ

業ぎ
ょ
うで
の
出で

来き

高だ
か

払ば
ら

い
で
、
日に

っ

系け
い

移い

民み
ん

た
ち
の
収

し
ゅ
う

入に
ゅ
うは
低ひ

く

く
、
ま
た
新し

ん

鮮せ
ん

な
水み

ず

の
少す

く

な
い
不ふ

潔け
つ

な
環か

ん

境き
ょ
うで
、
チ

フ
ス
、
赤せ

き

痢り

、
マ
ラ
リ
ア
な
ど
に
倒た

お

れ
る
移い

民み
ん

も
多お

お

か
っ
た
。

　

多お
お

く
の
日に

っ

系け
い

移い

民み
ん

た
ち
は
、
こ
の
奴ど

隷れ
い

の
よ
う
な
境

き
ょ
う

遇ぐ
う

か

ら
脱だ

っ

走そ
う

し
て
、
リ
マ
を
目め

指ざ

し
た
。
夜よ

中な
か

に
海か

い

岸が
ん

の
真ま

っ
暗く

ら

闇や
み

の
砂さ

漠ば
く

に
出で

て
、
２
０
０
キ
ロ
先さ

き

の
リ
マ
を
目め

指ざ

す
。
身み

の
回ま

わ

り
の
品し

な

を
入い

れ
た
重お

も

い
柳

や
な
ぎ

行ご
う

李り

を
担か

つ

ぎ
、
砂す

な

に
足あ

し

を
と
ら
れ

な
が
ら
歩あ

る

く
。
追お

っ
手て

を
避さ

け
る
た
め
に
、
リ
マ
に
向む

か
う
道み

ち

に
は
出で

ら
れ
な
い
。
自じ

生せ
い

し
て
い
る
バ
ナ
ナ
を
食た

べ
な
が
ら
、

よ
う
や
く
リ
マ
に
辿た

ど

り
着つ

い
た
。

　

そ
の
頃こ

ろ

の
リ
マ
は
、
す
で
に
日に

っ

系け
い

移い

民み
ん

た
ち
が
床と

こ

屋や

や
食

し
ょ
く

料り
ょ
う

品ひ
ん

店て
ん

、
喫き

っ

茶さ

店て
ん

な
ど
の
商

し
ょ
う

売ば
い

に
成せ

い

功こ
う

し
て
い
た
。
誠せ

い

実じ
つ

で

信し
ん

用よ
う

の
お
け
る
日に

本ほ
ん

人じ
ん

は
皿さ

ら

洗あ
ら

い
や
ボ
ー
イ
と
し
て
も
歓か

ん

迎げ
い

さ

れ
、
そ
こ
で
小こ

金が
ね

を
貯た

め
、
ま
た
日に

本ほ
ん

人じ
ん

仲な
か

間ま

の
頼た

の

母も

子し

講こ
う

で
資し

金き
ん

を
融ゆ

う

通ず
う

し
合あ

っ
て
、
何な

ん

年ね
ん

か
す
る
と
自じ

分ぶ
ん

の
商

し
ょ
う

売ば
い

を
始は

じ

め
て
、
頭と

う

角か
く

を
あ
ら
わ
し
て
い
っ
た
の
だ
。

　

当と
う

時じ

を
知し

る
イ
タ
リ
ア
人じ

ん

女じ
ょ

性せ
い

は
、
こ
う
語か

た

っ
て
い
る
。

「
私わ

た
し
は
い
つ
も
野や

菜さ
い

は
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
店み

せ

で
買か

う
こ
と
に
し
て
い
ま

し
た
。
み
ん
な
あ
い
そ
の
よ
い
、
教

き
ょ
う

育い
く

も
あ
る
人ひ

と

た
ち
で
、
気き

持も

ち
良よ

く
買か

い
物も

の

が
で
き
ま
し
た
」「
ペ
ル
ー
人じ

ん

の
店み

せ

も
あ
っ

た
が
、
小ち

い

さ
く
て
、
そ
の
上う

え

い
い
品し

な

物も
の

が
な
く
、
よ
い
服ふ

く

地じ

を
買か

い
た
い
と
き
は
必か

な
ら
ず
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
店み

せ

へ
行い

っ
た
」［
１
，
Ｐ

１
０
６
］　

消
し
ょ
う

費ひ

者し
ゃ

か
ら
こ
ん
な
評

ひ
ょ
う

価か

を
受う

け
て
、
日に

っ

系け
い

移い

民み
ん

の
店み

せ

は
栄さ

か

え
て
い
た
の
だ
。

　

ペ
ル
ー
在ざ

い

住じ
ゅ
うの
日に

本ほ
ん

人じ
ん

は
１
万ま

ん

人に
ん

を
超こ

え
て
い
た
。
定さ

だ

次じ

郎ろ
う

さ
ん
は
は
じ
め
に
床と

こ

屋や

に
弟で

子し

入い

り
し
た
が
、
２
年ね

ん

目め

に
は

ペ
ル
ー
で
の
唯ゆ

い

一い
つの
邦ほ

う

字じ

新し
ん

聞ぶ
ん

『
ア
ン
デ
ス
時じ

報ほ
う

社し
ゃ

』
に
入

に
ゅ
う

社し
ゃ

し
た
。
そ
こ
で
は
編へ

ん

集し
ゅ
うか
ら
、
印い

ん

刷さ
つ

、
そ
し
て
配は

い

達た
つ

ま
で
も

少し
ょ
う

数す
う

の
社し

ゃ

員い
ん

で
こ
な
し
た
。

　

１
９
２
０
（
大た

い

正し
ょ
う９
）
年ね

ん

に
は
リ
マ
日に

本ほ
ん

人じ
ん

校こ
う

が
設せ

つ

立り
つ

さ

れ
た
。
当と

う

時じ

、
ペ
ル
ー
の
小

し
ょ
う

学が
っ

校こ
う

は
義ぎ

務む

制せ
い

で
は
な
く
、
就

し
ゅ
う

学が
く

率り
つ

も
４
０
％
と
低ひ

く

か
っ
た
。
文も

ん

盲も
う

の
子こ

供ど
も

も
多お

お

く
、
こ
う
い

う
中な

か

に
日に

本ほ
ん

の
子こ

供ど
も

た
ち
を
放ほ

う

置ち

し
て
お
く
と
、
日に

本ほ
ん

字じ

も

読よ

め
ず
、
や
が
て
正

し
ょ
う

直じ
き

で
勤き

ん

勉べ
ん

な
日に

本ほ
ん

人じ
ん

ら
し
さ
も
失う

し
なわ
れ
て

し
ま
う
と
危き

惧ぐ

し
た
の
で
あ
る
。

　

や
が
て
日に

っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

の
在ざ

い

外が
い

指し

定て
い

学が
っ

校こ
う

に
な
り
、
文も

ん

部ぶ

省し
ょ
うか

ら
正せ

い

式し
き

な
免め

ん

許き
ょ

を
持も

つ
教

き
ょ
う

員い
ん

も
送お

く

ら
れ
て
き
た
。
教

き
ょ
う

育い
く

方ほ
う

針し
ん

は
「
日に

本ほ
ん

精せ
い

神し
ん

を
有ゆ

う

す
る
善ぜ

ん

良り
ょ
う

有ゆ
う

為い

な
る
ペ
ル
ー
市し

民み
ん

の
養よ

う

成せ
い

」
で
、
日に

本ほ
ん

語ご

も
ス
ペ
イ
ン
語ご

も
同ど

う

様よ
う

に
出で

来き

る
こ
と
を
目も

く

標ひ
ょ
うと
し
た
た
め
、
６
年ね

ん

で
は
足た

り
ず
、
７
年ね

ん

制せ
い

と
な
っ
た
。

　

１
９
２
１
（
大た

い

正し
ょ
う１
０
）
年ね

ん

に
は
、
長な

が

年ね
ん

の
悲ひ

願が
ん

だ
っ
た

日に

本ほ
ん

公こ
う

使し

館か
ん

が
リ
マ
に
開か

い

設せ
つ

さ
れ
た
。
当と

う

時じ

の
写し

ゃ

真し
ん

で
は
、
み

な
一い

ち

様よ
う

に
ぱ
り
っ
と
し
た
背せ

広び
ろ

を
着き

て
、
ハ
イ
カ
ラ
ー
の
白し

ろ

い

シ
ヤ
ツ
に
ネ
ク
タ
イ
を
き
ち
っ
と
締し

め
て
い
る
。
定さ

だ

次じ

郎ろ
う

さ
ん

は
い
つ
も
「
一い

っ

等と
う

国こ
く

民み
ん

と
し
て
恥は

ず
か
し
く
な
い
服ふ

く

装そ
う

を
」
と

言い

っ
て
い
た
。
当と

う

時じ

の
日に

本ほ
ん

は
国こ

く

際さ
い

連れ
ん

盟め
い

の
常

じ
ょ
う

任に
ん

理り

事じ

国こ
く

の
一ひ

と

つ
で
あ
り
、
海か

い

外が
い

に
出で

た
移い

民み
ん

達た
ち

も
母ぼ

国こ
く

を
誇ほ

こ

り
に
し
て
い
た

の
だ
ろ
う
。

　

ペ
ル
ー
へ
来き

て
８
年ね

ん

、
３
８
歳さ

い

に
な
っ
て
い
た
定さ

だ

次じ

郎ろ
う

さ
ん

に
、
知し

り
合あ

い
が
見み

合あ

い
の
世せ

話わ

を
し
て
く
れ
た
。
定さ

だ

次じ

郎ろ
う

さ

ん
は
休

き
ゅ
う

暇か

を
と
っ
て
日に

本ほ
ん

に
帰か

え

り
、
１
５
歳さ

い

も
下し

た

の
悦え

つ

子こ

さ
ん

を
連つ

れ
て
、
ペ
ル
ー
に
戻も

ど

っ
た
。

　

１
９
２
９
（
昭

し
ょ
う

和わ

４
）
年ね

ん

、
定さ

だ

次じ

郎ろ
う

さ
ん
は
新し

ん

聞ぶ
ん

社し
ゃ

を
辞や

め
て
、
養よ

う

鶏け
い

業ぎ
ょ
うを
始は

じ

め
た
。
長

ち
ょ
う

女じ
ょ

の
淑と

し

子こ

さ
ん
に
続つ

づ

き
、
壽す

美み

子こ

さ
ん
、
治は

る

男お

さ
ん
と
次つ

ぎ

々つ
ぎ

に
子こ

供ど
も

が
生う

ま
れ
た
。
家か

計け
い

は
は
じ
め
は
苦く

る

し
か
っ
た
が
、
鶏け

い

舎し
ゃ

の
清せ

い

掃そ
う

や
温お

ん

度ど

、
飼し

料り
ょ
う、

伝で
ん

染せ
ん

病び
ょ
うの
予よ

防ぼ
う

と
工く

夫ふ
う

を
積つ

み
重か

さ

ね
、
事じ

業ぎ
ょ
うを
軌き

道ど
う

に
乗の

せ

た
。

　

ピ
ヨ
ピ
ヨ
と
い
う
か
わ
い
い
ヒ
ヨ
コ
の
合が

っ

唱し
ょ
うが
孵ふ

卵ら
ん

室し
つ

に
あ

ふ
れ
、
壽す

美み

子こ

さ
ん
た
ち
が
背せ

伸の

び
し
て
孵ふ

卵ら
ん

器き

の
中な

か

を
覗の

ぞ

く
と
、
ふ
わ
ふ
わ
と
し
た
黄き

色い
ろ

い
ヒ
ヨ
コ
た
ち
が
い
っ
ぱ
い
に

ひ
し
め
き
あ
っ
て
い
た
。
見み

上あ

げ
る
と
、
や
さ
し
い
眼ま

な

差ざ

し
で

雛ひ
な

を
見み

下お

ろ
し
て
い
る
父ち

ち

・
定さ

だ

次じ

郎ろ
う

さ
ん
の
満ま

ん

足ぞ
く

そ
う
な
顔か

お

が
あ
っ
た
。

　

１
９
３
８
（
昭

し
ょ
う

和わ

１
３
）
年ね

ん

、
定さ

だ

次じ

郎ろ
う

さ
ん
は
全ぜ

ん

ペ
ル
ー

日に

本ほ
ん

人じ
ん

会か
い

連れ
ん

盟め
い

の
会か

い

長ち
ょ
うに
選え

ら

ば
れ
た
。
当と

う

時じ

は
日に

っ

系け
い

移い

民み
ん

の

日に

本ほ
ん

へ
の
送そ

う

金き
ん

で
ペ
ル
ー
の
金か

ね

が
流

り
ゅ
う

出し
ゅ
つし
、
徐じ

ょ

々じ
ょ

に
移い

民み
ん

の
ビ

ジ
ネ
ス
に
制せ

い

約や
く

が
掛か

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
た
と

え
ば
、
ど
の
企き

業ぎ
ょ
うも
従

じ
ゅ
う

業ぎ
ょ
う

員い
ん

の
８
割わ

り

以い

上じ
ょ
うは
ペ
ル
ー
人じ

ん

の
採さ

い

用よ
う

を
義ぎ

務む

づ
け
る
な
ど
で
あ
る
。

　
日に

本ほ
ん

人じ
ん

会か
い

と
し
て
も
、
も
っ
と
ペ
ル
ー
の
人ひ

と

々び
と

の
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
に
積せ

っ

極き
ょ
く

的て
き

に
参さ

ん

加か

し
て
、
融ゆ

う

和わ

を
図は

か

ろ
う
と
し
た
。
そ
の

た
め
に
、
男だ

ん

性せ
い

は
モ
ー
ニ
ン
グ
、
女じ

ょ

性せ
い

は
夜や

会か
い

服ふ
く

を
作つ

く

り
、
ダ

ン
ス
の
練れ

ん

習し
ゅ
うも
し
た
。
ま
た
日に

っ

秘ぴ

（
ペ
ル
ー
）
文ぶ

ん

化か

協き
ょ
う

会か
い

を

設せ
つ

立り
つ

し
、
両

り
ょ
う

国こ
く

の
親し

ん

善ぜ
ん

を
図は

か

っ
た
。

　

１
９
４
１（
昭

し
ょ
う

和わ

１
６
）年ね

ん

１
２
月が

つ

、日に
ち

米べ
い

が
開か

い

戦せ
ん

す
る
と
、

翌よ
く

年と
し

１
月が

つ

に
は
ペ
ル
ー
は
対た

い

日に
ち

国こ
っ

交こ
う

断だ
ん

絶ぜ
つ

を
宣せ

ん

言げ
ん

し
、
多お

お

く

の
南な

ん

米べ
い

諸し
ょ

国こ
く

も
そ
れ
に
倣な

ら

っ
た
。
４
月が

つ

に
な
る
と
、
ア
メ
リ
カ

政せ
い

府ふ

の
作つ

く

っ
た
ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
従

し
た
が
っ
て
、
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
幹か

ん

部ぶ

の
逮た

い

捕ほ

、
ア
メ
リ
カ
へ
の
連れ

ん

行こ
う

が
始は

じ

ま
っ
た
。
ペ
ル
ー
に
日に

本ほ
ん

人じ
ん

が
３
万ま

ん

人に
ん

も
お
り
、
彼か

れ

ら
は
愛あ

い

国こ
く

心し
ん

も
強つ

よ

く
、
ス
パ
イ

活か
つ

動ど
う

も
や
り
か
ね
な
い
、
と
危き

惧ぐ

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

第だ
い

一い
っ

船せ
ん

は
４
月が

つ

４
日か

、
ペ
ル
ー
在ざ

い

住じ
ゅ
うの
日に

本ほ
ん

人じ
ん

１
４
１
名め

い

を
乗の

せ
て
、
ア
メ
リ
カ
に
向む

か
っ
た
。
強

き
ょ
う

制せ
い

連れ
ん

行こ
う

は
続つ

づ

き
、
６

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるよう
な話

はなし

を毎
まいしゅう

週掲
けいさい

載しています。より
多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、少
すこ

しでも日
に

本
ほん

に
興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえるよう、最
も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んでいない兄
きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

な
どに記

き

事
じ

を紹
しょうかい

介してください。            
（ニッケイ新

しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

　

日に
っ

系け
い

移い

民み
ん

は
「
正し

ょ
う

直じ
き

・
勤き

ん

勉べ
ん

・
技ぎ

術じ
ゅ
つ」
の
苦く

闘と
う

で
、

                                                         

ペ
ル
ー
社し

ゃ

会か
い

を
変か

え
て
い
っ
た
。

（３） ２０２０年第５４４７号 	 ３月	１４日	（土曜日）

月が
つ

に
は
定さ

だ

次じ

郎ろ
う

さ
ん
一い

っ

家か

も
乗

じ
ょ
う

船せ
ん

を
命め

い

ぜ
ら
れ
た
。
定さ

だ

次じ

郎ろ
う

さ
ん
は
「
自じ

分ぶ
ん

た
ち
が
北ほ

く

米べ
い

に
追つ

い

放ほ
う

さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

ペ
ル
ー
に
た
く
さ
ん
残の

こ

っ
て
い
る
日に

本ほ
ん

人じ
ん

が
助た

す

か
る
の
な
ら
、

そ
れ
で
い
い
ん
だ
」
と
言い

い
残の

こ

し
た
。

　
し
か
し
、
強

き
ょ
う

制せ
い

送そ
う

還か
ん

は
一い

っ

般ぱ
ん

の
日に

っ

系け
い

移い

民み
ん

に
も
広ひ

ろ

げ
ら
れ
て

い
き
、
最さ

い

終し
ゅ
う

的て
き

に
は
約や

く

２
千せ

ん

人に
ん

が
ア
メ
リ
カ
に
送お

く

ら
れ
た
。

　

そ
の
理り

由ゆ
う

は
戦せ

ん

後ご

、
明あ

き

ら
か
に
な
っ
た
。
米べ

い

国こ
く

の
ハ
ル
国こ

く

務む

長ち
ょ
う

官か
ん

は
大だ

い

統と
う

領り
ょ
う

向む

け
の
書し

ょ

簡か
ん

で
「
帰き

国こ
く

を
望の

ぞ

ん
で
い
る
ア
メ

リ
カ
市し

民み
ん

が
中

ち
ゅ
う

国ご
く

だ
け
で
も
三さ

ん

千ぜ
ん

二に

百ひ
ゃ
く

人に
ん

い
る
と
計け

い

算さ
ん

し
て

い
る
。
彼か

れ

ら
と
の
交こ

う

換か
ん

要よ
う

員い
ん

と
し
て
、
同ど

う

数す
う

の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

を
送お

く

り
込こ

ま
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
、
日に

本ほ
ん

と
の
交こ

う

換か
ん

協き
ょ
う

定て
い

を
継け

い

続ぞ
く

し
、
そ
の
た
め
急い

そ

い
で
中

ち
ゅ
う

南な
ん

米べ
い

に
い
る
す
べ
て
の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

を
追つ

い

放ほ
う

し
、
米べ

い

国こ
く

内な
い

の
抑よ

く

留り
ゅ
う

施し

設せ
つ

に
収

し
ゅ
う

容よ
う

す
る
」
こ
と
を
促う

な
が
し
て

い
た
。

　

ま
た
、
ペ
ル
ー
側が

わ

に
も
、
日に

っ

系け
い

人じ
ん

の
強

き
ょ
う

制せ
い

送そ
う

還か
ん

を
欲ほ

っ

す
る

理り

由ゆ
う

が
あ
っ
た
。
日に

っ

系け
い

移い

民み
ん

に
よ
る
企き

業ぎ
ょ
うや
商

し
ょ
う

店て
ん

を
閉へ

い

鎖さ

し

て
現げ

ん

地ち

人じ
ん

の
事じ

業ぎ
ょ
うを
助た

す

け
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
彼か

れ

ら
の
財ざ

い

産さ
ん

や

事じ

業ぎ
ょ
うを
没ぼ

っ

収し
ゅ
うす
る
事こ

と

で
あ
る
。
も
っ
と
も
賄わ

い

賂ろ

に
弱よ

わ

い
ペ
ル
ー

の
役や

く

人に
ん

は
、
ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
乗の

っ
て
い
る
人ひ

と

で
も
、
金か

ね

を

貰も
ら

っ
て
見み

逃の
が

し
た
り
、
賄わ

い

賂ろ

を
出だ

さ
ね
ば
強

き
ょ
う

制せ
い

送そ
う

還か
ん

す
る
と

脅お
ど

す
事こ

と

も
あ
っ
た
。

　

壽す

美み

子こ

さ
ん
一い

っ

家か

は
ア
メ
リ
カ
・
テ
キ
サ
ス
の
強

き
ょ
う

制せ
い

収し
ゅ
う

容よ
う

所じ
ょ

で
１
年ね

ん

半は
ん

を
過す

ご
し
た
。
収

し
ゅ
う

容よ
う

所じ
ょ

の
中な

か

で
も
、
子こ

供ど
も

た
ち

の
教

き
ょ
う

育い
く

を
続つ

づ

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

学が
っ

校こ
う

が
作つ

く

ら
れ
た
。
教

き
ょ
う

科か

書し
ょ

は
た
ま
た
ま
一ひ

と

人り

の
生せ

い

徒と

が
日に

本ほ
ん

の
国こ

く

定て
い

教き
ょ
う

科か

書し
ょ

を
持も

っ
て
き
て
い
た
の
で
、
先せ

ん

生せ
い

た
ち
が
手て

書が

き
で

写う
つ

し
、
謄と

う

写し
ゃ

版ば
ん

刷ず

り
に
し
た
。

　

１
９
４
３
（
昭

し
ょ
う

和わ

１
８
）
年ね

ん

８
月が

つ

、
一い

っ

家か

を
乗の

せ
た
交こ

う

換か
ん

船せ
ん

は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
港こ

う

を
出

し
ゅ
っ

発ぱ
つ

し
た
。
こ
の
船ふ

ね

に
乗の

っ
た
日に

本ほ
ん

人じ
ん

は
１
３
３
７
名め

い

、
う
ち
半は

ん

分ぶ
ん

が
中

ち
ゅ
う

南な
ん

米べ
い

か
ら
強

き
ょ
う

制せ
い

送そ
う

還か
ん

さ

れ
た
人ひ

と

々び
と

だ
っ
た
。

　

出
し
ゅ
っ

航こ
う

し
て
し
ば
ら
く
す
る
と
、
ペ
ル
ー
か
ら
来き

た
子こ

供ど
も

た
ち

は
先せ

ん

生せ
い

の
指し

導ど
う

の
下も

と

、
ラ
ジ
オ
体た

い

操そ
う

を
し
た
り
、
そ
の
あ
と
は

愛あ
い

国こ
く

行こ
う

進し
ん

曲き
ょ
くや
軍ぐ

ん

歌か

を
歌う

た

っ
て
隊た

い

列れ
つ

を
組く

ん
で
整せ

い

然ぜ
ん

と
デ
ッ
キ

を
行こ

う

進し
ん

し
た
。
や
が
て
船せ

ん

内な
い

学が
っ

校こ
う

も
始は

じ

ま
っ
た
。

　
７
５
日に

ち

の
航こ

う

海か
い

を
終お

え
て
、
横よ

こ

浜は
ま

港こ
う

に
着つ

い
た
。
一い

っ

家か

は
定さ

だ

次じ

郎ろ
う

さ
ん
の
故ふ

る

郷さ
と

、
琵び

琶わ

湖こ

東と
う

岸が
ん

に
あ
る
丹に

ゅ

生う

村む
ら

の
空あ

き
家や

に
住す

み
込こ

ん
だ
。
ペ
ル
ー
の
財ざ

い

産さ
ん

の
す
べ
て
を
失う

し
ない
、
幼お

さ
ない
子こ

供ど
も

た
ち
を
抱か

か

え
て
、
こ
の
食

し
ょ
く

料り
ょ
う

難な
ん

の
日に

本ほ
ん

で
生い

き
て
行い

か
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

定さ
だ

次じ

郎ろ
う

さ
ん
は
久ひ

さ

し
ぶ
り
の
日に

本ほ
ん

の
正

し
ょ
う

月が
つ

を
迎む

か

え
る
の
に
、

風か

邪ぜ

気ぎ

味み

だ
っ
た
の
に
、
寒さ

む

い
中な

か

を
無む

理り

し
て
煤す

す

払は
ら

い
を
し
た
。

そ
れ
が
祟た

た

っ
て
、
１
月が

つ

３
日か

、
急

き
ゅ
う

性せ
い

肺は
い

炎え
ん

で
息い

き

を
引ひ

き
取と

っ
た
。

ペ
ル
ー
を
深ふ

か

く
愛あ

い

し
、
戦せ

ん

争そ
う

が
終お

わ
っ
た
ら
ペ
ル
ー
に
戻も

ど

っ
て

仕し

事ご
と

を
続つ

づ

け
た
い
と
願ね

が

っ
て
い
た
定さ

だ

次じ

郎ろ
う

さ
ん
だ
っ
た
が
、
そ

の
願ね

が

い
は
果は

た
せ
な
か
っ
た
。

　

母は
は

・
悦え

つ

子こ

さ
ん
は
子こ

供ど
も

た
ち
を
亡ぼ

う

父ふ

の
枕

ま
く
ら

元も
と

に
呼よ

び
寄よ

せ
、

こ
れ
か
ら
は
皆み

な

で
力ち

か
らを
合あ

わ
せ
て
、
一い

っ

生し
ょ
う

懸け
ん

命め
い

助た
す

け
合あ

っ
て
生い

き
て
行い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
諭さ

と

し
た
。
武ぶ

家け

の
娘む

す
め
ら
し

い
凜り

ん

と
し
た
姿す

が
た
だ
っ
た
。

１
．
望ぼ

う

郷き
ょ
う

の
想お

も

い
抑お

さ

え
が
た
く

２
．
遠と

お

い
日ひ

の
思お

も

い
出で

　

戦せ
ん

時じ

中ち
ゅ
うに
ア
メ
リ
カ
在ざ

い

住じ
ゅ
うの
日に

っ

系け
い

人じ
ん

た
ち
は
、
長な

が

い
運う

ん

動ど
う

の
末す

え

に
、
ブ
ッ
シ
ュ
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うの
謝し

ゃ

罪ざ
い

の
手て

紙が
み

と
、
２
万ま

ん

ド
ル
の

賠ば
い

償し
ょ
う

金き
ん

を
勝か

ち
得え

た
。
し
か
し
、
ペ
ル
ー
を
は
じ
め
と
す
る

南な
ん

米べ
い

か
ら
強

き
ょ
う

制せ
い

連れ
ん

行こ
う

さ
れ
た
人ひ

と

々び
と

２
２
６
４
名め

い

は
、
ア
メ
リ

カ
合が

っ

衆し
ゅ
う

国こ
く

の
市し

民み
ん

権け
ん

も
永え

い

住じ
ゅ
う

権け
ん

も
な
い
と
い
う
理り

由ゆ
う

で
、
補ほ

償し
ょ
うか
ら
外は

ず

さ
れ
た
。
そ
れ
に
対た

い

し
て
ペ
ル
ー
在ざ

い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

た
ち
は

異い

議ぎ

を
申も

う

し
立た

て
、
集

し
ゅ
う

団だ
ん

訴そ

訟し
ょ
うを
起お

こ
し
た
。

　

長な
が

い
運う

ん

動ど
う

の
末す

え

、
１
９
９
９
（
平へ

い

成せ
い

１
１
）
年ね

ん

、
ク
リ
ン

ト
ン
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うか
ら
の
謝し

ゃ

罪ざ
い

の
手て

紙が
み

と
５
千せ

ん

ド
ル
の
小こ

切ぎ
っ

手て

が

届と
ど

い
た
。
奇く

し
く
も
、
ペ
ル
ー
へ
の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

移い

住じ
ゅ
うが
始は

じ

ま
っ
て

か
ら
１
０
０
年ね

ん

目め

で
あ
っ
た
。

　

壽す

美み

子こ

さ
ん
が
ペ
ル
ー
を
再さ

い

訪ほ
う

し
て
会あ

っ
た
日に

っ

系け
い

人じ
ん

社し
ゃ

会か
い

の

長ち
ょ
う

老ろ
う

た
ち
は
、「
ペ
ル
ー
は
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
移い

住じ
ゅ
うを
受う

け
入い

れ
て
く

れ
た
恩お

ん

恵け
い

国こ
く

」「
今い

ま

は
恩お

ん

讐し
ゅ
うを
超こ

え
て
で
す
ね
」
と
語か

た

っ
た
。

　

幸さ
い
わい
に
も
ペ
ル
ー
に
残の

こ

れ
た
日に

っ

系け
い

移い

民み
ん

た
ち
は
、
戦せ

ん

争そ
う

に
は

敗や
ぶ

れ
て
も
、
自じ

分ぶ
ん

た
ち
の
子こ

供ど
も

に
は
日に

本ほ
ん

人じ
ん

と
し
て
の
誇ほ

こ

り
と

精せ
い

神し
ん

を
受う

け
継つ

が
せ
よ
う
と
、
貧ま

ず

し
い
中な

か

で
も
一い

っ

生し
ょ
う

懸け
ん

命め
い

に

働は
た
らい
て
、
南な

ん

米べ
い

最さ
い

古こ

の
名め

い

門も
ん

サ
ン
・
マ
ル
コ
ス
大だ

い

学が
く

な
ど
で
学ま

な

ば
せ
た
。
彼か

れ

ら
の
中な

か

か
ら
、
自じ

分ぶ
ん

た
ち
は
ペ
ル
ー
の
た
め
に
何な

に

が
で
き
る
か
、
考か

ん
が
え
る
青せ

い

年ね
ん

た
ち
が
出で

て
き
た
。

　

そ
う
い
う
仲な

か

間ま

か
ら
ア
ル
ベ
ル
ト
・
フ
ジ
モ
リ
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うが

出で

て
き
た
の
で
あ
る
。
戦せ

ん

後ご

の
ペ
ル
ー
は
少

し
ょ
う

数す
う

の
白は

く

人じ
ん

層そ
う

が
大だ

い

多た

数す
う

の
貧ひ

ん

困こ
ん

層そ
う

や
先せ

ん

住じ
ゅ
う

民み
ん

を
搾さ

く

取し
ゅ

し
、
そ
れ
に
反は

ん

発ぱ
つ

し
た
テ

な
い
か
。

（
文ぶ

ん

責せ
き　

伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

■
リ
ン
ク
■

Ａ
．　
Ｊ
Ｏ
Ｇ
（
１
４
８
）　
フ
ジ
モ
リ
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うと
そ
の
母は

は

～
ペ
ル
ー
を
救す

く

っ
た
「
も
っ
こ
す
」
魂

だ
ま
し
い

　

日に
っ

系け
い

人じ
ん

独ど
く

特と
く

の
「
正

し
ょ
う

直じ
き

・
勤き

ん

勉べ
ん

・
技ぎ

術じ
ゅ
つ」
の
精せ

い

神し
ん

を
掲か

か

げ

て
フ
ジ
モ
リ
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うは
ペ
ル
ー
再さ

い

建け
ん

に
挑い

ど

ん
だ
。
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伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

『
世せ

界か
い

が
称

し
ょ
う

賛さ
ん

す
る　

日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
知し

ら
な

い
日に

本ほ
ん

２　
「
和わ

の
国く

に

」
と
い
う
〝
根ね

っ
こ
〟』、
育い

く

鵬ほ
う

社し
ゃ

、
Ｈ

３
１

　

縄
じ
ょ
う

文も
ん

以い

来ら
い

の
「
和わ

」
の
根ね

っ
こ
が
、
日に

本ほ
ん

を
作つ

く

っ
て
き
た
。
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ア
マ
ゾ
ン
日に

本ほ
ん

論ろ
ん

２
位い

、
総そ

う

合ご
う

５
９
位い

（
発は

つ

売ば
い

日び

１
０
／

９
時じ

点て
ん

）

【
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

】

（
１
）　

坪つ
ぼ

居い

壽す

美み

子こ

『
か

な
り
や
の
唄う

た

─
ペ
ル
ー
日に

本ほ
ん

人じ
ん

移い

民み
ん

激げ
き

動ど
う

の
一い

っ

世せ
い

紀き

の
物も

の

語が
た
り』、
連れ

ん

合ご
う

出し
ゅ
っ

版ぱ
ん

、
Ｈ
２
２

h
t
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３
．
曇ど

ん

天て
ん

、鉛な
ま
り

色い
ろ

の
海う

み

、砂さ

漠ば
く

の
海か

い

岸が
ん

４
．
サ
ト
ウ
キ
ビ
農の

う

園え
ん

を

         

脱だ
っ

走そ
う

し
て
リ
マ
へ

５
．
多た

忙ぼ
う

な
日ひ

々び

７
．
強き

ょ
う

制せ
い

収し
ゅ
う

容よ
う

所じ
ょ

や

　
　

交こ
う

換か
ん

船せ
ん

内な
い

で
も
教き

ょ
う

育い
く

６
．
日に

っ

系け
い

移い

民み
ん

の

　
　

ア
メ
リ
カ
へ
の
強き

ょ
う

制せ
い

送そ
う

還か
ん

ロ
が
横お

う

行こ
う

し
て
、
国こ

く

内な
い

は
混こ

ん

乱ら
ん

を
続つ

づ

け
て
い
た
。
そ
れ
を
治お

さ

め

た
の
が
、
フ
ジ
モ
リ
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うの

「
教

き
ょ
う

育い
く

普ふ

及き
ゅ
うに
よ
っ
て
貧ひ

ん

困こ
ん

層そ
う

を
救す

く

い
出だ

す
」と
い
う
政せ

い

策さ
く

だ
っ

た
。
選せ

ん

挙き
ょ

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
「
正

し
ょ
う

直じ
き

・
勤き

ん

勉べ
ん

・
技ぎ

術じ
ゅ
つ」
は
、
ま
さ

に
日に

っ

系け
い

移い

民み
ん

の
歩あ

ゆ

み
そ
の
も
の

だ
っ
た
。

　

フ
ジ
モ
リ
政せ

い

権け
ん

は
政せ

い

争そ
う

に
巻ま

き
込こ

ま
れ
て
不ふ

幸こ
う

な
末ま

つ

路ろ

を

辿た
ど

っ
た
。
今い

ま

も
政せ

い

治じ

的て
き

混こ
ん

乱ら
ん

は

続つ
づ

い
て
い
る
が
、
治ち

安あ
ん

は
各か

く

段だ
ん

に
良よ

く
な
り
、
ペ
ル
ー
経け

い

済ざ
い

が

南な
ん

米べ
い

の
中な

か

で
も
力

ち
か
ら

強づ
よ

い
成せ

い

長ち
ょ
うを

続つ
づ

け
て
い
る
の
は
、
フ
ジ
モ
リ
の

政せ
い

策さ
く

を
そ
の
後ご

の
政せ

い

権け
ん

も
続つ

づ

け

て
い
る
か
ら
だ
、
と
い
う
声こ

え

を

あ
ち
こ
ち
で
聞き

い
た
。

　

さ
ら
に
日に

っ

系け
い

移い

民み
ん

た
ち
が

「
正

し
ょ
う

直じ
き

・
勤き

ん

勉べ
ん

・
技ぎ

術じ
ゅ
つ」
で

健け
ん

全ぜ
ん

な
中

ち
ゅ
う

流り
ゅ
う

層そ
う

を
構こ

う

成せ
い

し
た

事こ
と

で
、
白は

く

人じ
ん

と
先せ

ん

住じ
ゅ
う

民み
ん

と
の

経け
い

済ざ
い

的て
き

確か
く

執し
つ

も
緩か

ん

和わ

さ
れ
て
き

て
い
る
。
日に

っ

系け
い

人じ
ん

の
懸け

ん

命め
い

な
努ど

力り
ょ
くが
、
ペ
ル
ー
の
社し

ゃ

会か
い

に
根ね

っ

こ
を
下お

ろ
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、

国く
に

を
固か

た

め
た
と
言い

え
る
の
で
は

８
．
日に

っ

系け
い

移い

民み
ん

が
ペ
ル
ー
社し

ゃ

会か
い

に

　
　

下お

ろ
し
た
根ね

っこ
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Índice Nikkei registra 
maior queda em 30 anos

Ministro das Finanças do Japão
diz que coronavírus está aumentando
incertezas na economia

Estas notícias são produzidas pela 
NHK WORLD-JAPAN.
nhk.jp/portuguese

Economia (13/03/2020)

Economia (13/03/2020)

Os preços das ações no 
mercado de Tóquio e de 
outras partes da Ásia des-
pencaram nesta sexta-feira 
de manhã, após a maior 
queda em transações no-
turnas, nunca antes regis-
trada, na Bolsa de Valores 
de Nova York.
O índice Nikkei caiu mais 
de 1.800 pontos em um 
determinado momento, in-
dicando sua maior queda 

Taro Aso, ministro das 
Finanças do Japão, disse 
que o mercado de ações 
está volátil porque a propa-
gação do novo coronavírus 
está elevando a incerteza 
econômica. Ele fez esse 
comentário em vista da 
drástica queda nos preços 
das ações nos Estados Uni-

em 30 anos. O índice caiu 
1.478 pontos em relação 
ao fechamento de quinta-
feira, terminando a sessão 
matutina em 17.081 pon-
tos.
Logo após, o Banco do Ja-
pão se ofereceu a comprar 
cerca de 4,8 bilhões de dó-
lares em títulos do governo 
japonês.
Na quinta-feira, todos os 
três principais índices de 

dos, Europa e no Japão.
Em uma entrevista dada à 
imprensa, nesta sexta-fei-
ra, Aso disse que os pre-
ços das ações têm oscilado 
bastante em Nova York e 
em Tóquio. Acrescentou 
que a incerteza está afe-
tando as pessoas no que se 
refere à economia, contudo 

Wall Street despencaram, e 
o índice Dow Jones perdeu 
10%. O índice Nasdaq, que 
reúne grandes empresas 
do setor de tecnologia, e 
o índice S&P 500 tiveram 
uma queda superior a 9%. 
A decepção em relação ao 
pacote de resgate econô-
mico do governo de Trump 
também levou os investi-
dores de ações a um clima 
de vendas.

observou que o desempe-
nho comercial das compa-
nhias não tem deteriorado.
O ministro das Finanças 
citou que muitas pesso-
as da coalizão governista 
consideram a tomada de 
medidas econômicas adi-
cionais, apesar de o go-
verno ter acabado de lan-

A proibição de viagens 
colocou uma pressão sem 
precedentes às vendas nos 
mercados europeus. As 
ações em Londres, Paris, 
Frankfurt e Milão tiveram 
perdas de dois dígitos. In-
vestidores despejaram uma 
ampla faixa de ações uma 
vez que o Banco Central 
Europeu recuou no corte 
da taxa de juros que era 
esperado por muitos parti-
cipantes no mercado.

çar seu segundo pacote de 
emergência. Ele enfatizou 
que as medidas econômi-
cas necessitam ser efetivas.
Disse, também, que o corte 
geral de impostos não de-
verá ajudar a estimular a 
economia.

Premiê do Japão e ministros fazem um 
minuto de silêncio em homenagem a 
vítimas de desastre de 2011

Abe e Trump discutem coronavírus 
e Olimpíada de Tóquio

Japão promove segurança dos produtos 
alimentícios da região de Fukushima

Homenagearam as vítimas do terremoto e tsunami (11/03/2020)

Olimpíada (13/03/2020)

Fukushima (13/03/2020)

O premiê Shinzo Abe e 
outros ministros do Ga-
binete homenagearam as 
vítimas do terremoto e tsu-
nami que atingiram o nor-
deste do Japão em março 
de 2011.
Abe e outras 20 autorida-
des, incluindo o ministro 
de Gestão de Desastres, 
Ryota Takeda e o ministro 
da Reconstrução, Kazuno-
ri Tanaka, participaram de 

O primeiro-ministro do 
Japão, Shinzo Abe, e o 
presidente dos Estados 
Unidos, Donald Trump, 
concordaram em estreitar 
os laços de cooperação 
para lidar com a propaga-
ção do novo coronavírus. 
Eles concordaram também 
em trabalhar juntos em 
prol dos Jogos Olímpicos 
e Paralímpicos de Tóquio.
Os líderes conversaram 
por telefone por cerca de 
50 minutos a partir das 9 
horas da manhã de sexta, 

O Japão vai ampliar 
seus esforços para per-
suadir 20 governos es-
trangeiros a suspender 
ou abrandar as restrições 
impostas à importação de 
produtos alimentícios do 
Japão. As medidas ha-
viam sido tomadas por 
conta da preocupação do 
impacto radioativo do 

um evento no escritório do 
primeiro-ministro na quar-
ta-feira.
Eles fizeram um minuto de 
silêncio às 14h46, o exato 
momento em que o pode-
roso terremoto ocorreu em 
11 de março de 2011.
Abe proferiu um discurso 
no qual ofereceu suas sin-
ceras condolências a todos 
que perderam entes queri-
dos. Ele também expres-

no horário do Japão, a pe-
dido dos Estados Unidos.
Abe disse a Trump que 
seu governo vem pedindo 
que sejam cancelados os 
eventos de grande porte no 
Japão, e aumentado as me-
didas de controle de fron-
teiras para ajudar a conter 
o coronavírus. O primeiro-
ministro disse também que 
vai continuar a lidar com a 
crise de forma decidida e 
rápida.
Trump disse que os Esta-
dos Unidos também estão 

acidente da usina nuclear 
Fukushima 1, nove anos 
atrás.
Os 20 estão entre os 54 
governos que determi-
naram proibir ou colocar 
outras restrições após o 
desastre que se seguiu a 
ocorrência do terremoto 
e tsunami no dia 11 de 
março de 2011.

Japonesa infectada 
pelo coronavírus é
entrevistada pela NHK

29 países e regiões 
restringem a entrada de 
pessoas vindas do Japão

Novo coronavírus(12/03/2020)

Novo coronavírus(12/03/2020)

Uma japonesa infecta-
da pelo coronavírus de-
clarou à NHK que, no 
começo, tinha pensado 
que havia contraído um 
resfriado e não suspeita-
va que seus sintomas pu-
dessem ter sido causados 
pelo vírus.
A mulher na casa dos 20 
anos está sendo tratada 
em um hospital. Ela foi 
detectada com a infecção 
na quinta-feira da sema-
na passada.
A mãe dela testou positi-
vo para o vírus dois dias 
antes. Ela está na faixa 
dos 60 anos e trabalha 
em uma casa de shows 
na cidade de Sapporo, no 
norte do Japão.
A filha disse à NHK que 
sua mãe havia reclamado 
de dor de garganta ao re-
tornar do trabalho, em 26 
de fevereiro.
A mulher disse que sua 
mãe foi tratada em um 
hospital, mas que a con-
dição dela piorou e pre-
cisou ser atendida em 
um centro de saúde, em 
1º de março.

A Chancelaria do Japão 
informou que até quinta-
feira de manhã, 29 países 
e regiões haviam coloca-
do restrições na entrada 
de pessoas viajando do 
Japão, devido a preocu-
pações com o surto do 
coronavírus.
Entre eles estão China, 
Coreia do Sul, Índia e 
Israel.
Um total de 70 países 

Segundo a mulher, ela 
mesma desenvolveu sin-
tomas no mesmo dia, 
tais como dor de cabeça 
e tosse leve. No entanto, 
ela afirmou que, como 
não tinha febre, pensou 
que se tratava apenas de 
um resfriado.
A mulher declarou que 
passou a suspeitar que 
poderia estar com o co-
ronavírus quando, dois 
dias mais tarde, sua 
mãe testou positivo. Ela 
acrescentou que não te-
ria ido ao hospital, caso 
ninguém de sua família 
tivesse contraído o vírus.
Em determinado mo-
mento, a mulher teve 38 
graus de febre, mas sua 
condição se estabilizou.
A mulher afirmou que o 
médico lhe receitou me-
dicamentos antipiréticos 
receitados e teria pensa-
do que ela poderia me-
lhorar por conta própria. 
Ela disse ainda que está 
preocupada que algumas 
pessoas possam evitá-la 
e também a sua família.

e regiões exigem que 
pessoas chegando do Ja-
pão sejam colocadas em 
quarentena em instala-
ções designadas por um 
determinado período de 
tempo, ou que elas mo-
nitorem seu próprio esta-
do de saúde.
Esses países e territórios 
incluem Taiwan, Rússia, 
Tailândia e Vietnã.

sou solidariedade a todos 
afetados pelo desastre.
Enquanto os esforços de 
reconstrução nas áreas 
atingidas continuam em 
andamento, muitos so-
breviventes ainda vivem 
em condições precárias 
em moradias temporárias. 
Abe disse que o governo 
vai continuar a ajudá-las. 
Ele acrescentou que vai 
continuar trabalhando par-

fazendo todos os esforços 
possíveis para conter o ví-
rus.
Os dois líderes também 
conversaram sobre o im-
pacto econômico da epi-
demia, incluindo grandes 
quedas nos preços das 
ações e possíveis medidas 
financeiras.
No tocante aos Jogos 
Olímpicos e Paralímpicos 
de Tóquio, Abe salientou 
que o Japão está fazendo 
tudo o que pode para re-
alizar os jogos nas datas 

Os governos das Filipinas 
e da Malásia, além de ou-
tros 32, já retiraram seus 
cortes na importação.
Contudo, cinco governos, 
incluindo o da Coreia do 
Sul e o da China, têm 
mantido suas proibições 
e outras restrições sobre 
os produtos alimentícios 
produzidos em Fukushi-

ticularmente para que ex-
moradores das regiões afe-
tadas pelo acidente nuclear 
retornem para casa.
O governo vinha realizan-
do uma cerimônia anual 
em 11 de março desde o 
desastre. No entanto, o 
evento foi cancelado neste 
ano em decorrência do sur-
to do novo coronavírus.

previstas. Trump disse 
apreciar os esforços trans-
parentes do Japão.
Antes do telefonema, 
Trump havia sugerido que 
a Olímpiada de Tóquio 
fosse adiada por um ano, 
mas segundo fontes do go-
verno japonês, durante a 
conversa telefônica Trump 
não tocou no assunto. De-
pois disso o presidente dos 
Estados Unidos mandou 
um tuite dizendo que teve 
uma ótima conversa com 
Abe.

ma e províncias vizinhas, 
em especial, frutos do 
mar e cogumelos.
Quinze outros governos, 
incluindo o da Indonésia 
e o da União Europeia, 
continuam a exigir certi-
ficados de níveis de subs-
tâncias radioativas conti-
das nos alimentos.
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ー
ノ
区く

で
開か

い

催さ
い

予よ

定て
い

だ
っ
た

『
第だ

い

４
２
回か

い

聖せ
い

州し
ゅ
う

相す
も

撲う

選せ
ん

手し
ゅ

権け
ん

大た
い

会か
い

』
を
中

ち
ゅ
う

止し

。
そ
の
前ぜ

ん

日じ
つ

に
開か

い

催さ
い

す
る
『
南な

ん

米べ
い

相す
も

撲う

選せ
ん

手し
ゅ

権け
ん

大た
い

会か
い

』
の
予よ

選せ
ん

大た
い

会か
い

は
、
無む

観か
ん

客き
ゃ
くで
行お

こ
な

う
と
い
う
。

さ
ら
に
滋し

賀が

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
山や

ま

田だ

康や
す

夫お

会か
い

長ち
ょ
うに
よ
れ
ば
、
複ふ

く

数す
う

の
県け

ん

人じ
ん

会か
い

が
主し

ゅ

催さ
い

す
る
『
秋あ

き

　

中ち
ゅ
う
ご
く国
を
発は

っ

生せ
い

源げ
ん

と
す
る
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
１
９
）
の
ブ
ラ
ジ
ル
国こ

く

内な
い

感か
ん

染せ
ん

者し
ゃ

の
１
人り

目め

が
２

月が
つ

２
６
日に

ち

に
発は

っ

見け
ん

さ
れ
た
。
そ
れ
か
ら
２
週

し
ゅ
う

間か
ん

あ
ま
り
の
１
３
日に

ち

午ご

前ぜ
ん

１
０
時じ

半は
ん

現げ
ん

在ざ
い

で
１
５
１
人に

ん

を
数か

ぞ

え
る
ま
で
に

急き
ゅ
う

増ぞ
う

し
、
今こ

ん

後ご

さ
ら
に
爆ば

く

発は
つ

的て
き

に
増ふ

え
る
と
予よ

測そ
く

す
る
専せ

ん

門も
ん

家か

も
出で

て
き
た
。
こ
れ
を
受う

け
、
コ
ロ
ニ
ア
で
も
近き

ん

日じ
つ

開か
い

催さ
い

予よ

定て
い

だ
っ
た
各か

く

イ
ベ
ン
ト
、
例た

と

え
ば
県け

ん

連れ
ん

ふ
る
さ
と
巡め

ぐ

り
（
来ら

い

週し
ゅ
う

出し
ゅ
っ

発ぱ
つ

予よ

定て
い

）
や
、
来ら

い

週し
ゅ
う

末ま
つ

の
サ
ン
パ
ウ
ロ
蘭ら

ん

展て
ん

な

ど
が
延え

ん

期き

や
中

ち
ゅ
う

止し

と
な
り
、
各か

く

団だ
ん

体た
い

が
緊き

ん

急き
ゅ
う

対た
い

応お
う

に
追お

わ
れ
て
い
る
。
今こ

ん

後ご

の
イ
ベ
ン
ト
実じ

っ

施し

状じ
ょ
う

況き
ょ
うや
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
拡か

く

大だ
い

の
対た

い

応お
う

策さ
く

に
つ
い
て
各か

く

団だ
ん

体た
い

に
取し

ゅ

材ざ
い

し
た
。

の
屋や

台た
い

祭ま
つ

り
』
も
中

ち
ゅ
う

止し

を

決け
っ

定て
い

。
今こ

ん

後ご

も
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
が
収

し
ゅ
う

束そ
く

す
る
ま
で

は
、
イ
ベ
ン
ト
中

ち
ゅ
う

止し

の
連れ

ん

絡ら
く

が
続ぞ

く

々ぞ
く

と
入は

い

り
そ
う
。

　
　
　
　
　

◎

　

新し
ん

型が
た

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影え

い

響き
ょ
うで
、
個こ

人じ
ん

的て
き

な
日に

本ほ
ん

旅り
ょ

行こ
う

を
キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
と
の
話

は
な
し

　
「
来ら

い

週し
ゅ
う２
０
日か

か
ら
の
ふ

る
さ
と
巡め

ぐ

り
を
延え

ん

期き

に
決き

め

た
」。
１
３
日に

ち

午ご

後ご

１
時じ

、

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

都と

道ど
う

府ふ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

連れ
ん

合ご
う

会か
い

の
山や

ま

田だ

康や
す

夫お

会か
い

長
ち
ょ
う

が
来ら

い

社し
ゃ

し
、
同ど

う

日じ
つ

午ご

前ぜ
ん

に
役や

く

員い
ん

と
旅り

ょ

行こ
う

会が
い

社し
ゃ

で
話は

な

し
合あ

っ

て
決け

っ

定て
い

し
た
と
告つ

げ
た
。

　

前ぜ
ん

日じ
つ

ま
で
は
行い

く
方ほ

う

針し
ん

だ

っ
た
。
だ
が
日ひ

毎ご
と

に
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うが

悪あ
っ

化か

し
、
参さ

ん

加か

予よ

定て
い

の
人ひ

と

か

ら
は
「
１
４
人に

ん

ほ
ど
キ
ャ
ン

セ
ル
が
出で

た
」。
参さ

ん

加か

者し
ゃ

の
平へ

い

均き
ん

年ね
ん

齢れ
い

が
８
０
代だ

い

前ぜ
ん

後ご

と
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

で
あ
る
こ
と
を
考こ

う

慮り
ょ

し
、

「
断だ

ん

腸ち
ょ
うの
思お

も

い
だ
が
人じ

ん

命め
い

を

優ゆ
う

先せ
ん

」
と
決け

つ

断だ
ん

し
た
。

　

延え
ん

期き

後ご

の
日に

っ

程て
い

に
つ
い
て

は
今こ

年と
し

９
月が

つ

を
予よ

定て
い

。
９
月が

つ

に
開か

い

催さ
い

予よ

定て
い

だ
っ
た
カ
ナ
ダ

と
米べ

い

国こ
く

シ
ア
ト
ル
を
訪ほ

う

問も
ん

す
る

「
第だ

い

５
３
回か

い

移い

民み
ん

の
ふ
る
さ

と
巡め

ぐ

り
」
は
来ら

い

年ね
ん

３
、４
月が

つ

に

延え
ん

期き

す
る
意い

向こ
う

だ
が
、
詳

し
ょ
う

細さ
い

は
後ご

日じ
つ

、
県け

ん

連れ
ん

か
ら
発は

っ

表ぴ
ょ
うす

る
。

　

県け
ん

連れ
ん

主し
ゅ

催さ
い

の
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り

に
つ
い
て
は
、
谷た

に

口ぐ
ち

ジ
ョ
ゼ

ー
眞し

ん

一い
ち

郎ろ
う

実じ
っ

行こ
う

委い

員い
ん

長
ち
ょ
う

が
「
今い

ま

の
と
こ
ろ
実じ

っ

施し

予よ

定て
い

。

１
５
０
万ま

ん

レ
ア
ル
先せ

ん

行こ
う

投と
う

資し

し
て
い
る
の
で
、
今い

ま

中ち
ゅ
う

止し

す

る
の
は
難む

ず
か

し
い
」
と
語か

た

る
。

た
だ
し
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うが
更さ

ら

に
悪あ

っ

化か

し
、

聖せ
い

州し
ゅ
う

政せ
い

府ふ

か
ら
イ
ベ
ン
ト
中

ち
ゅ
う

止し

の
通つ

う

達た
つ

が
あ
れ
ば
延え

ん

期き

の

可か

能の
う

性せ
い

が
あ
る
と
い
う
。

　
一い

っ

方ぽ
う

、
ブ
ラ
ジ
ル
日に

っ

系け
い

熟
じ
ゅ
く

年ね
ん

ク
ラ
ブ
連れ

ん

合ご
う

会か
い

（
上う

え

野の

美み

佐さ

雄お

会か
い

長ち
ょ
う）
事じ

務む

局き
ょ
くの
金き

ん

藤と
う

泰や
す

子こ

さ
ん
は
、
電で

ん

話わ

取し
ゅ

材ざ
い

に

対た
い

し
「
う
ち
の
会か

い

員い
ん

は
平へ

い

均き
ん

年ね
ん

齢れ
い

８
０
歳さ

い

だ
か
ら
、
何な

ん

だ

か
ん
だ
皆み

な

心し
ん

配ぱ
い

し
て
い
る
よ
」

と
開か

い

口こ
う

一い
ち

番ば
ん

に
そ
う
言い

っ
て
た

め
息い

き

を
つ
い
た
。
今こ

ん

週し
ゅ
う

末ま
つ

に

開か
い

催さ
い

予よ

定て
い

だ
っ
た
熟

じ
ゅ
く

連れ
ん

麻ま
ー
じ
ゃ
ん雀

大た
い

会か
い

も
１
３
日に

ち

に
中

ち
ゅ
う

止し

が
決け

っ

定て
い

し
た
。

　
「
９
月が

つ

に
熟

じ
ゅ
く

連れ
ん

４
５
周

し
ゅ
う

年ね
ん

式し
き

典て
ん

を
や
る
予よ

定て
い

で
、
日に

本ほ
ん

の
人ひ

と

を
呼よ

ぶ
つ
も
り
だ
っ
た
け

ど
、
今こ

ん

後ご

が
読よ

め
な
い
か
ら

延え
ん

期き

す
る
こ
と
に
な
っ
た
」
と

も
説せ

つ

明め
い

。
他ほ

か

に
も
名め

い

画が

友と
も

の

会か
い

が
無む

期き

限げ
ん

延え
ん

期き

に
な
る
な

ど
暫し

ば
らく
は
活か

つ

動ど
う

を
自じ

粛し
ゅ
くす
る
。

　

今こ
ん

週し
ゅ
う

末ま
つ

に
文ぶ

ん

協き
ょ
う

大だ
い

講こ
う

堂ど
う

で
行お

こ
な

う
予よ

定て
い

だ
っ
た
、
こ
ど

　

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

都と

道ど
う

府ふ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

連れ
ん

合ご
う

会か
い

（
山や

ま

田だ

康や
す

夫お

会か
い

長ち
ょ
う）
の
「
２
月が

つ

度ど

代だ
い

表ひ
ょ
う

者し
ゃ

会か
い

議ぎ

」
が
先せ

ん

月げ
つ

２
７
日に

ち

、
文ぶ

ん

協
き
ょ
う

ビ
ル
内な

い

の
県け

ん

連れ
ん

会か
い

議ぎ

室し
つ

で
行

お
こ
な

わ
れ
た
。
谷た

に

口ぐ
ち

ジ
ョ
ゼ
ー
眞し

ん

一い
ち

郎ろ
う

実じ
っ

行こ
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
うか
ら
第だ

い

２
３

回か
い

日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
の
準

じ
ゅ
ん

備び

状じ
ょ
う

況き
ょ
うが

発は
っ

表ぴ
ょ
うさ
れ
た
。
ま
た
、
今こ

ん

月げ
つ

行お
こ
なう
役や

く

員い
ん

改か
い

選せ
ん

の
シ
ャ
ッ
パ
提て

い

出し
ゅ
つ

期き

限げ
ん

も
通つ

う

知ち

さ
れ
た
。

　

谷た
に

口ぐ
ち

実じ
っ

行こ
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
うは
、
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
の
資し

金き
ん

集あ
つ

め
に
行

お
こ
な
っ
て

い
る
ス
ポ
ン
サ
ー
巡め

ぐ

り
の
進し

ん

捗ち
ょ
くを
報ほ

う

告こ
く

。「
西に

し

川か
わ

パ
ウ
ロ
聖せ

い

州し
ゅ
う

議ぎ

や
マ
ル
シ
オ
・
ナ
カ
シ

マ
聖せ

い

州し
ゅ
う

議ぎ

の
事じ

務む

所し
ょ

も
訪ほ

う

問も
ん

し
、
州

し
ゅ
う

政せ
い

府ふ

の
資し

金き
ん

援え
ん

助じ
ょ

を

要よ
う

請せ
い

し
て
い
る
」
と
述の

べ
た
。

　

今こ

年と
し

は
盗と

う

難な
ん

被ひ

害が
い

を
防ふ

せ

ぐ

た
め
に
、
軍ぐ

ん

警け
い

察さ
つ

の
交こ

う

番ば
ん

設せ
っ

置ち

等な
ど

の
対た

い

策さ
く

を
検け

ん

討と
う

し
、
関か

ん

係け
い

者し
ゃ

と
交こ

う

渉し
ょ
うを
進す

す

め
て
い
る
。

　

先せ
ん

月げ
つ

１
４
日か

に
初は

じ

め
て

も
の
そ
の
主し

ゅ

催さ
い

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

シ
ョ
ー
「
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ａ 

Ｔ
ｈ
ｅ 

Ｈ
ｉ
ｓ
ｔ
ｏ
ｒ
ｙ
」
と
、
や

は
り
文ぶ

ん

協き
ょ
うビ
ル
で
２
０
日か

か

ら
３
日か

間か
ん

開か
い

催さ
い

予よ

定て
い

だ
っ
た

サ
ン
パ
ウ
ロ
蘭ら

ん

協き
ょ
う

会か
い

主し
ゅ

催さ
い

の

「
第だ

い

１
０
２
回か

い

蘭ら
ん

展て
ん

示じ

会か
い

」

も
中

ち
ゅ
う

止し

と
な
っ
た
。
場ば

所し
ょ

を

提て
い

供き
ょ
うす
る
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

福ふ
く

祉し

協き
ょ
う

会か
い

の
石い

し

川か
わ

レ
ナ
ト

会か
い

長ち
ょ
うは
、
１
４
日か

に
文ぶ

ん

化か

ス

行お
こ
な
っ
た
「
集

し
ゅ
う

中ち
ゅ
うセ
ミ
ナ
ー
／

日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
の
将

し
ょ
う

来ら
い

は
ど
う
な

る
？
」
で
は
、
祭ま

つ

り
を
通と

お

し

て
県け

ん

人じ
ん

会か
い

を
ど
う
活か

っ

性せ
い

化か

し

て
い
く
か
を
、
県け

ん

人じ
ん

会か
い

長ち
ょ
うと

若わ
か

者も
の

ら
が
腹は

ら

を
割わ

っ
て
話は

な

し

あ
っ
た
。

　

そ
の
結け

っ

果か

、「
す
で
に
今こ

年と
し

の
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
に
参さ

ん

加か

で
き
な

い
県け

ん

人じ
ん

会か
い

が
少す

く

な
く
と
も
３

つ
出で

て
い
る
。
今こ

ん

後ご

も
そ
の

よ
う
な
県け

ん

人じ
ん

会か
い

が
増ふ

え
る
だ

ＪＨでプレゼンを通
つう

訳
やく

するイノエさん（左
ひだり

）

　
「
日に

本ほ
ん

と
ブ
ラ
ジ
ル
を
繋つ

な

ぐ

国こ
く

際さ
い

交こ
う

流り
ゅ
うの
仕し

事ご
と

が
で
き
れ

ば
最さ

い

高こ
う

で
す
」
―
―
静し

ず

岡お
か

文ぶ
ん

化か

芸げ
い

術じ
ゅ
つ

大だ
い

学が
く

（
浜は

ま

松ま
つ

市し

所し
ょ

在ざ
い

）
の
４
年ね

ん

生せ
い

、
イ
ノ
エ・デ・

リ
マ
・
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・
ダ
イ

キ
さ
ん
（
２
２
、
三さ

ん

世せ
い

）
は
、

帰き

国こ
く

後ご

に
就

し
ゅ
う

職し
ょ
く

活か
つ

動ど
う

を
開か

い

始し

す
る
予よ

定て
い

。
７
日か

に
静し

ず

岡お
か

県け
ん

人じ
ん

会か
い

で
取し

ゅ

材ざ
い

す
る
と
、
将

し
ょ
う

来ら
い

へ
の
熱あ

つ

い
想お

も

い
を
そ
う
語か

た

っ

た
。

　
「
ブ
ラ
ジ
ル
青せ

い

少し
ょ
う

年ね
ん

派は

遣け
ん

事じ

業ぎ
ょ
う」
に
参さ

ん

加か

し
た
学が

く

生せ
い

５

人に
ん

の
中な

か

で
、
唯ゆ

い

一い
つ
の
日に

っ

系け
い

三さ
ん

世せ
い

。６
日か

に
聖せ

い

市し

の
ジ
ャ
パ
ン・

ハ
ウ
ス
（
Ｊ
Ｈ
）
で
、
他ほ

か

の

学が
く

生せ
い

が
英え

い

語ご

で
行

お
こ
な

っ
た
静し

ず

岡お
か

県け
ん

紹し
ょ
う

介か
い

の
プ
レ
ゼ
ン
を
ポ
ル

ト
ガ
ル
語ご

に
通つ

う

訳や
く

を
し
た
。

当と
う

地ち

の
親し

ん

類る
い

が
駆か

け
つ
け
、

そ
の
晴は

れ
姿す

が
た
を
じ
っ
と
見み

て
い

た
。

　

イ
ノ
エ
さ
ん
は
日に

っ

本ぽ
ん

生う

ま

れ
の
三さ

ん

世せ
い

だ
が
、
両

り
ょ
う

親し
ん

の
都つ

合ご
う

で
小

し
ょ
う

学が
っ

校こ
う

１
年ね

ん

か
ら
５
年ね

ん

生せ
い

ま
で
の
間あ

い
だ
は
帰き

伯は
く

し
て
当と

う

地ち

の
学が

っ

校こ
う
へ
。
そ
の
後ご

に
再ふ

た
た
び

日に

本ほ
ん

に
戻も

ど

っ
た
が
「
最さ

い

初し
ょ

の

１
、２
年ね

ん

は
日に

本ほ
ん

語ご

の
授じ

ゅ

業ぎ
ょ
うに

つ
い
て
い
け
ず
困こ

ま
っ
た
」
と
思お

も

い
出だ

す
。

　
「
小

し
ょ
う

学が
く

１
年ね

ん

生せ
い

か
ら
６
年ね

ん

生せ
い

で
覚お

ぼ

え
る
漢か

ん

字じ

を
、
５
年ね

ん

も
続ぞ

く

々ぞ
く

と
入は

い

っ
て
い
る
。
聖せ

い

州し
ゅ
うモ
ジ
・
ダ
ス
・
ク
ル
ー
ゼ

ス
市し

在ざ
い

住じ
ゅ
うの
葛

か
ず
ら

山や
ま

秀ひ
で

明あ
き

さ
ん

（
７
３
、
熊く

ま

本も
と

県け
ん

）
は
、
ド

イ
ツ
在ざ

い

住じ
ゅ
うの
末す

え

娘む
す
め

家か

族ぞ
く

と
４

月が
つ

に
日に

本ほ
ん

に
行い

く
予よ

定て
い

だ
っ

た
が
中

ち
ゅ
う

止し

し
た
。「
孫ま

ご

２
人り

に

桜さ
く
らの
下し

た

で
花は

な

見み

を
体た

い

験け
ん

さ
せ

た
か
っ
た
。
幼お

さ
な

い
頃こ

ろ

か
ら
日に

本ほ
ん

に
親し

た

し
ん
で
も
ら
い
、
日に

本ほ
ん

と
い
う
ル
ー
ツ
を
自じ

覚か
く

し

て
も
ら
い
た
か
っ
た
。
で
も
こ

の
調

ち
ょ
う

子し

じ
ゃ
と
て
も
行い

け
な

い
…
」
と
顔か

お

を
曇く

も

ら
せ
て
い

た
。
し
ば
ら
く
は
人ひ

と

混ご

み
が

多お
お

い
場ば

所し
ょ

や
旅り

ょ

行こ
う

は
自じ

粛し
ゅ
くし
、

自じ

宅た
く

で
大お

と
な人
し
く
し
て
い
る

方ほ
う

が
無ぶ

難な
ん

な
よ
う
だ
。

県け
ん

連れ
ん

故ふ
る

郷さ
と

巡め
ぐ

り
延え

ん

期き

、
蘭ら

ん

展て
ん

中ち
ゅ
う

止し

日に
っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

で
も
悪あ

く

影え
い

響き
ょ
う

が
甚じ

ん

大だ
い

に

ろ
う
」
と
の
問も

ん

題だ
い

提て
い

起き

か
ら

始は
じ

ま
り
、
普ふ

段だ
ん

代だ
い

表ひ
ょ
う

者し
ゃ

会か
い

議ぎ

で
は
話は

な

せ
な
い
よ
う
な
突つ

っ

込こ

ん
だ
議ぎ

論ろ
ん

が
交か

わ
さ
れ
た
。

そ
の
結け

っ

果か

、
県け

ん

人じ
ん

会か
い

活か
っ

性せ
い

化か

シ
ン
ポ
開か

い

催さ
い

を
提て

い

案あ
ん

す
る
意い

見け
ん

も
出で

た
。

　

市い
ち

川か
わ

利と
し

雄お

前ぜ
ん

実じ
っ

行こ
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
うは
、
在ざ

い

聖せ
い

日に
っ

本ぽ
ん

国こ
く

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

と
共

き
ょ
う

催さ
い

す
る
「
第だ

い

２
回か

い

日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
主し

ゅ

催さ
い

者し
ゃ

シ
ン
ポ
ジ
ュ

ー
ム
」
に
つ
い
て
報ほ

う

告こ
く

。
シ
ン

静し
ず

岡お
か

生う

ま
れ
の
三さ

ん

世せ
い

、
イ
ノ
エ
さ
ん

「
日に

本ほ
ん

と
ブ
ラ
ジ
ル
つ
な
ぎ
た
い
」

ポ
ジ
ュ
ー
ム
に
は
、
県け

ん

連れ
ん

か
ら

は
２
万ま

ん

４
３
０
９
・
２
９
レ
ア
ル
の
支し

出し
ゅ
つが
あ
る
こ
と
や
、

２
日か

目め

の
１
５
日に

ち

午ご

前ぜ
ん

に
は
、

メ
キ
シ
コ
と
ペ
ル
ー
か
ら
ゲ
ス

ト
を
迎む

か

え
、
他た

国こ
く

の
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
の
取と

り

組く
み

を
発は

っ

表ぴ
ょ
うす
る
こ
と

を
共

き
ょ
う

有ゆ
う

し
た
。

　

山や
ま

田だ

会か
い

長ち
ょ
うは
２
６
日に

ち

の
総そ

う

会か
い

で
行お

こ
な
わ
れ
る
役や

く

員い
ん

改か
い

選せ
ん

の

シ
ャ
ッ
パ
提て

い

出し
ゅ
つ

期き

限げ
ん

が
１
５

日に
ち

（
日に

ち

）
で
あ
る
と
発は

っ

表ぴ
ょ
うが

あ
り
、「
期き

限げ
ん

ま
で
に
県け

ん

連れ
ん

事じ

務む

局き
ょ
くに
提て

い

出し
ゅ
つす
る
こ
と
」
と

呼よ

び
か
け
ら
れ
た
。

　

県け
ん

人じ
ん

会か
い

情じ
ょ
う

報ほ
う

で
は
、
長な

が

崎さ
き

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
川か

わ

添ぞ
え

博ひ
ろ
し

会か
い

長ち
ょ
うと
広ひ

ろ

島し
ま

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
吉よ

し

広ひ
ろ

ロ
ベ
ル
ト

貞さ
だ

夫お

会か
い

長ち
ょ
うが
、
カ
ー
ニ
バ
ル

で
原げ

ん

爆ば
く

を
テ
ー
マ
に
し
た
ア

ギ
ア
・
デ
・
オ
ウ
ロ
の
エ
ス
コ

ー
ラ
に
特と

く

別べ
つ

出し
ゅ
つ

場じ
ょ
うし
た
と
報ほ

う

告こ
く

。「
ア
ギ
ア
・
デ
・
オ
ウ
ロ

が
被ひ

爆ば
く

者し
ゃ

に
敬け

い

意い

を
表あ

ら
わ
し
て

新
しん

型
がた

肺
はい

炎
えん

で続
ぞく

々
ぞく

とイベント中
ちゅう

止
し

（７） ２０２０年第５４４７号 	 ３月	１４日	（土曜日）

役や
く

員い
ん

シ
ャッ
パ
提て

い

出し
ゅ
つ

は
15
日に

ち

ま
で

日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
の
準じ

ゅ
ん

備び

が
着ち

ゃ
く

々ち
ゃ
く

と
進し

ん

行こ
う

県
けん

連
れん

代
だい

表
ひょう

者
しゃ

会
かい

議
ぎ

昨
さく

年
ねん

のアマゾン日
に

本
ほん

人
じん

移
い

民
みん

９０周
しゅう

年
ねん

で行
おこな

った「第
だい

５１回
かい

移
い

民
みん

のふるさと巡
めぐ

り」の集
しゅう

合
ごう

写
しゃ

真
しん

日
に

本
ほん

祭
まつ

りの説
せつ

明
めい

を行
おこな

う谷
たに

口
ぐち

ジョゼー眞
しん

一
いち

郎
ろう

実
じっ

行
こう

委
い

員
いん

長
ちょう

　

新し
ん

型が
た

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影え
い

響き
ょ
うに
よ
る
イ
ベ
ン
ト
中

ち
ゅ
う

止し

の
連れ

ん

絡ら
く

は
本ほ

ん

紙し

に
も
続ぞ

く

々ぞ
く

と

入は
い

っ
て
い
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
相す

も

撲う

連れ
ん

盟め
い

（
籠か

ご

原は
ら

功い
さ
お

会か
い

長ち
ょ
う
）
は
、

２
２
日に

ち

に
聖せ

い

市し

ボ
ン
・
レ
チ

ペ
ー
ス
で
実じ

っ

施し

さ
れ
る
「
日に

本ほ
ん

の
美び

」
は
行お

こ
な
う
が
、
そ
の

後ご

の
イ
ベ
ン
ト
に
関か

ん

し
て
は

「
延え

ん

期き

や
中

ち
ゅ
う

止し

に
な
る
も
の

も
出で

て
く
る
の
で
は
」
と
語か

た
っ

た
。

　

ま
た
、
沖お

き

縄な
わ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

が
主し

ゅ

催さ
い

し
文ぶ

ん

協き
ょ
うが
共

き
ょ
う

催さ
い

す
る
、
首し

ゅ

里り

城じ
ょ
う

再さ
い

建け
ん

に
向む

け
た
義ぎ

援え
ん

金き
ん

集あ
つ

め
の
イ
ベ
ン
ト
「
第だ

い

２
回か

い

チ
バ
リ
ヨ
ー
ウ
チ
ナ
ー
」（
上う

え

原は
ら

テ
リ
オ
実じ

っ

行こ
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
う）
を

２
９
日に

ち

に
文ぶ

ん

協き
ょ
う

大だ
い

講こ
う

堂ど
う

で
開か

い

催さ
い

予よ

定て
い

だ
っ
た
が
、
１
３
日に

ち

午ご

後ご

の
会か

い

議ぎ

に
よ
っ
て
中

ち
ゅ
う

止し

の

判は
ん

断だ
ん

に
。
今こ

ん

後ご

に
つ
い
て
は
沖お

き

縄な
わ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

か
ら
改あ

ら
た
め
て
通つ

う

知ち

す
る
予よ

定て
い

。

日に
っ

系け
い

病び
ょ
う

院い
ん

が
対た

い

応お
う

策さ
く

検け
ん

討と
う

　

石い
し

川か
わ

氏し

に
対た

い

し
、
理り

事じ

長
ち
ょ
う

百ひ
ゃ
く

歳さ
い

以い

上じ
ょ
う

の

高こ
う

齢れ
い

者し
ゃ

表ひ
ょ
う

彰し
ょ
う

総そ
う

領り
ょ
う
事じ

館か
ん
が
連れ
ん
絡ら
く
呼よ

び
か
け

く
れ
た
事こ

と

に
感か

ん

謝し
ゃ

。
皆み

な

が
原げ

ん

爆ば
く

の
悲ひ

惨さ
ん

さ
に
思お

も

い
を
馳は

せ

て
く
れ
れ
ば
」
と
思お

も

い
を
語か

た
っ

た
。

　

今こ

年と
し

で
役や

く

員い
ん

改か
い

選せ
ん

が
行お

こ
な
わ

れ
た
福ふ

く

岡お
か

県け
ん

人じ
ん

会か
い

か
ら
は
南

み
な
み

ア
ゴ
ス
チ
ン
ニ
ョ
俊と

し

男お

新し
ん

会か
い

長ち
ょ
う、
長な

が

崎さ
き

県け
ん

人じ
ん

会か
い

は
森も

り

繁し
げ

親ち
か

新し
ん

会か
い

長ち
ょ
う、
山や

ま

形が
た

県け
ん

人じ
ん

会か
い

は
佐さ

藤と
う

マ
リ
オ
新し

ん

会か
い

長ち
ょ
うの
代だ

い

理り

で

鈴す
ず

木き

源げ
ん

治じ

副ふ
く

会か
い

長ち
ょ
うが
挨あ

い

拶さ
つ

を

行お
こ
ない
、
今こ

ん

後ご

の
抱ほ

う

負ふ

を
述の

べ

た
。

　

日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
分ぶ

ん

を
入い

れ
た
２

月が
つ

度ど

会か
い

計け
い

報ほ
う

告こ
く

は
、
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
の
会か

い

場じ
ょ
うへ
の
支し

払は
ら

い
の
関か

ん

係け
い

か
ら
、
収

し
ゅ
う

入に
ゅ
う１
５
万ま

ん

９
５
５ 

８
・６
５
レ
ア
ル
、
支し

出し
ゅ
つは
２ 

３
万ま

ん

２
０
９
６
・９
８
レ
ア
ル

で
赤あ

か

字じ

計け
い

上じ
ょ
うと
な
っ
た
。

を
務つ

と

め
る
サ
ン
タ
ク
ル
ス
病

び
ょ
う

院い
ん

に
つ
い
て
尋た

ず

ね
る
と
、「
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対た

い

策さ
く

チ
ー
ム

を
立た

ち
上あ

げ
た
。
今こ

ん

後ご

の
取と

り

組く
み

に
つ
い
て
は
、
現げ

ん

在ざ
い

院い
ん

内な
い

で

話は
な

し
合あ

っ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
」

と
語か

た
っ
た
。

　

サ
ン
パ
ウ
ロ
日に

っ

伯ぱ
く

援え
ん

護ご

協
き
ょ
う

会か
い

の
与よ

儀ぎ

昭あ
け

雄お

会か
い

長ち
ょ
うも
、「
現げ

ん

在ざ
い

、
医い

師し

た
ち
が
傘さ

ん

下か

の
病

び
ょ
う

院い
ん

や
福ふ

く

祉し

施し

設せ
つ

を
回ま

わ

っ
て
予よ

歳さ
い

以い

上じ
ょ
うの
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

表ひ
ょ
う

彰し
ょ
うの
該が

い

当と
う

者し
ゃ

を
募つ

の

っ
て
い
る
。
締し

め

切き

り
は
４
月が

つ

９
日か

ま
で
。

　

例れ
い

年ね
ん

、
敬け

い

老ろ
う

の
日ひ

を
記き

念ね
ん

し
、
百

ひ
ゃ
く

歳さ
い

以い

上じ
ょ
うの
邦ほ

う

人じ
ん

高こ
う

齢れ
い

者し
ゃ

に
対た

い

し
て
、
内な

い

閣か
く

総そ
う

理り

大だ
い

臣じ
ん

か
ら
祝

い
わ
い

状じ
ょ
うと
記き

念ね
ん

品ひ
ん

が
贈ぞ

う

呈て
い

さ
れ
る
。

　

対た
い

象し
ょ
うは
１
９
２
０
年ね

ん

（
大た

い

正し
ょ
う９
年ね

ん

）
４
月が

つ

１
日た

ち

か
ら

１
９
２
１
年ね

ん

（
大た

い

正し
ょ
う１
０

年ね
ん

）
３
月が

つ

３
１
日に

ち

ま
で
に
出

し
ゅ
っ

生し
ょ
うし

た
人ひ

と

。
過か

去こ

に
百

ひ
ゃ
く

歳さ
い

表
ひ
ょ
う

彰し
ょ
うを
受う

け
て
い
な
い
１
０
０

歳さ
い

以い

上じ
ょ
うの
人ひ

と

も
含ふ

く

む
。

　

対た
い

象し
ょ
う

者し
ゃ

は
同ど

う

館か
ん

総そ
う

務む

班は
ん

（
メ
ー
ル
＝cg

jp
assa 

p
o

rte1
@

sp
.m

o
fa

.
go.jp

、
電で

ん

話わ

＝
１
１
・３
２ 

５
４
・０
１
０
０
）
ま
で
一い

っ

報ぽ
う

し
た
上う

え

、
必ひ

つ

要よ
う

書し
ょ

類る
い

を
同ど

う

館か
ん

に
直

ち
ょ
く

接せ
つ

、
も
し
く
は
メ
ー
ル
、

郵ゆ
う

便び
ん

等な
ど

で
送そ

う

付ふ

す
る
。
サ
ン

パ
ウ
ロ
州し

ゅ
う、
麻ま

州し
ゅ
う、
南

み
な
み

麻ま

州し
ゅ
う、

三さ
ん

角か
く

ミ
ナ
ス
地ち

域い
き

以い

外が
い

は
、

管か
ん

轄か
つ

の
在ざ

い

外が
い

公こ
う

館か
ん

に
連れ

ん

絡ら
く

す

る
こ
と
。

生せ
い

に
編へ

ん

入に
ゅ
うし
て
か
ら
１
年ね

ん

間か
ん

で
猛も

う

勉べ
ん

強き
ょ
うし
た
」
と
振ふ

り
返か

え

り
、
歯は

を
食く

い
し
ば
っ
て
耐た

え

た
辛つ

ら

い
日ひ

び々

を
懐な

つ

か
し
ん
だ
。

日に
っ

系け
い

ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

と
い
う
こ

と
で
イ
ジ
メ
を
受う

け
た
事こ

と

も

あ
る
と
い
う
。

　

授じ
ゅ

業ぎ
ょ
うに
つ
い
て
行い

け
る
よ
う

に
な
っ
た
高こ

う

校こ
う

生せ
い

の
時と

き

に
は
、

在ざ
い

日に
ち

外が
い

国こ
く

人じ
ん

に
日に

本ほ
ん

語ご

を
教お

し

え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始は

じ

め

た
。
同ど

う

教き
ょ
う

室し
つ

に
や
っ
て
く
る

外が
い

国こ
く

人じ
ん

の
多お

お

く
は
工こ

う

場じ
ょ
う

労ろ
う

働ど
う

者し
ゃ

で
二に

交こ
う

代た
い

勤き
ん

務む

。
最さ

い

初し
ょ

こ

そ
一い

っ

生し
ょ
う

懸け
ん

命め
い

だ
が
、
次し

第だ
い

に

仕し

事ご
と

に
疲つ

か

れ
て
来こ

な
く
な
っ
て

　

在ざ
い

聖せ
い

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

（
野の

口ぐ
ち

泰や
す
し

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

）
は
、
２
０
２ 

０
年ね

ん

度ど

（
令れ

い

和わ

２
年ね

ん

）
の
百

ひ
ゃ
く

防ぼ
う

策さ
く

等な
ど

の
説せ

つ

明め
い

会か
い

を
行

お
こ
な
っ
て
い

る
」と
対た

い

応お
う

策さ
く

を
述の

べ
た
。「
フ

ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
も
飛と

び
交か

っ

て
い
る
の
で
、
予よ

防ぼ
う

策さ
く

等な
ど

に
つ

い
て
聞き

き
た
い
場ば

合あ
い

は
、
援え

ん

協き
ょ
うに
電で

ん

話わ

し
て
く
れ
れ
ば
医い

師し

が
一い

っ

般ぱ
ん

向む

け
に
説せ

つ

明め
い

会か
い

を

行お
こ
ない
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
連れ

ん

絡ら
く

し
て
き
て
く
だ
さ
い
」
と
呼よ

び
か
け
た
。

し
ま
う
。
彼か

れ

の
両

り
ょ
う

親し
ん

も
ま
た

日に

本ほ
ん

語ご

が
喋し

ゃ
べ
れ
な
い
工こ

う

場じ
ょ
う

労ろ
う

働ど
う

者し
ゃ

だ
っ
た
た
め
、
そ
の
苦く

労ろ
う

を
身み

近ぢ
か

に
感か

ん

じ
て
い
た
。

　
「
こ
の
人ひ

と

た
ち
が
『
住す

み
や

す
い
』
と
感か

ん

じ
る
よ
う
に
な

る
に
は
ど
う
し
た
ら
良よ

い
だ

ろ
う
」
と
考か

ん
がえ
、
多た

文ぶ
ん

化か

共
き
ょ
う

生せ
い

や
国こ

く

際さ
い

交こ
う

流り
ゅ
うに
強つ

よ

い
関か

ん

心し
ん

を
持も

つ
よ
う
に
な
り
、
静し

ず

岡お
か

文ぶ
ん

芸げ
い

大だ
い

に
進し

ん

学が
く

し
た
。

　

再ふ
た
た
び
母ぼ

国こ
く

を
訪お

と
ずれ
た
印い

ん

象
し
ょ
う

を
尋た

ず

ね
る
と
、「
昔む

か
しは
治ち

安あ
ん

の

悪わ
る

さ
ば
か
り
気き

に
し
て
い
た
。

今こ
ん

回か
い

来き

て
、
少す

こ

し
余よ

裕ゆ
う

を
持も

っ
て
人に

ん

間げ
ん

性せ
い

ま
で
見み

ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
」
と
の
心し

ん

境き
ょ
うの

変へ
ん

化か

を
語か

た
っ
た
。

　

Ｊ
Ｈ
で
の
研け

ん

修し
ゅ
うを
通つ

う

じ
、

文ぶ
ん

化か

施し

設せ
つ

の
仕し

事ご
と

に
も
興

き
ょ
う

味み

を
持も

っ
た
そ
う
。「
言げ

ん

語ご

力り
ょ
くを

活い

か
し
た
仕し
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夢ゆ
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現げ
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に
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就

し
ゅ
う
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ょ
く

活か
つ

動ど
う

を
始は

じ

め
る
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